
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
E
・
ワ
イ
ル

1
あ
る
革
新
主
義
者
の
市
民
的
変
革
論
に
つ
い
て
一

紀

平

英

作

【
要
約
】
　
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
E
・
ワ
イ
ル
は
今
批
紀
初
頭
か
ら
第
一
次
大
戦
期
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
の
精
力
的
な
改
革
的
時
論
家
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
九
　
κ

一
二
年
刊
行
の
主
著
『
新
し
い
民
主
主
義
』
に
お
い
て
、
一
九
世
紀
末
か
ら
ア
メ
リ
カ
社
会
に
生
起
し
た
と
い
う
特
権
的
社
会
集
団
、
　
「
金
権
階
級
」
の

存
在
を
批
判
し
、
最
終
的
に
は
彼
ら
の
廃
絶
に
向
か
う
べ
き
改
革
論
を
展
開
し
た
。
一
方
で
経
済
的
民
主
主
義
の
実
現
を
現
代
の
最
大
の
課
題
と
論
じ
た

こ
の
改
革
論
は
、
他
方
政
治
的
に
は
、
な
に
よ
り
「
市
民
」
の
改
革
へ
の
自
覚
を
訴
え
、
あ
わ
せ
て
そ
う
し
た
「
市
民
」
の
自
覚
的
な
政
治
行
動
に
必
要

と
な
る
、
彼
ら
の
政
治
的
結
合
へ
の
結
節
点
を
提
起
し
よ
う
と
し
た
、
そ
の
意
味
で
、
文
字
通
り
市
民
的
変
革
論
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
内
容
の
改
革
論
で
あ

っ
た
。
本
稿
は
、
　
『
新
し
い
民
主
主
義
』
の
分
析
を
中
心
と
し
て
、
こ
の
ワ
イ
ル
の
市
民
的
変
革
論
を
で
き
る
だ
け
包
括
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
課
題
と

し
て
い
る
。
そ
こ
で
の
「
市
民
」
と
は
い
か
な
る
内
実
の
も
の
か
。
つ
ぎ
に
「
市
民
」
と
労
働
運
動
と
の
係
り
合
い
。
そ
し
て
最
後
に
「
市
罠
」
の
政
治

的
結
合
へ
の
結
節
点
に
つ
い
て
。
そ
れ
ら
が
こ
こ
で
の
主
な
分
析
の
対
象
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
大
［
巻
五
号
　
一
九
七
八
年
九
月

ウォルター。E・ワイル（紀平）

は
　
じ
　
め
　
に

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
E
・
ワ
イ
ル
野
駆
汁
興
同
・
毛
①
≦
（
一
八
七
一
一
T
一
九
一
九
）
は
今
世
紀
初
頭
か
ら
第
一
次
大
戦
期
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
の
行

動
的
な
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
精
力
的
な
時
論
家
、
政
治
思
想
家
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
八
九
七
年
、
二
四
歳
で
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
よ
り

博
毒
叢
得
す
る
な
ど
、
二
＋
代
後
半
ま
で
新
進
の
経
済
学
煮
と
乏
統
計
の
講
家
で
あ
・
た
。
し
か
し
、
今
世
紀
に
入
る
と
彼
の
関
㎜

心
は
経
済
問
題
か
ら
政
治
問
題
へ
と
広
が
り
、
活
動
も
大
学
を
離
れ
た
。
一
九
一
四
年
、
彼
は
当
代
一
流
の
革
新
的
知
識
人
の
一
人
と
し
て
、
　
5
9



ハ
1
バ
ー
ト
・
ク
P
ー
リ
i
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
ヅ
プ
マ
ソ
と
と
も
に
『
ニ
ュ
ー
・
リ
。
ハ
ブ
リ
ヅ
ク
』
の
創
刊
に
准
主
筆
と
し
て
参
加
し
た
。

革
新
主
義
時
代
が
経
済
問
題
を
最
大
の
～
課
題
と
し
た
以
上
、
こ
こ
で
い
う
彼
の
政
治
的
関
心
も
主
に
経
済
問
題
、
労
働
問
題
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
に
し
て
も
彼
の
今
世
紀
以
降
の
関
心
は
、
社
会
的
に
矛
盾
を
深
め
る
産
業
的
、
経
済
的
課
題
に
い
か
に
政
治
的
、
ま
た
社
会
的
に
対
処
す

る
か
と
い
う
意
昧
で
、
文
字
通
り
政
治
的
、
社
会
的
で
あ
っ
た
。
小
論
は
そ
う
し
た
ワ
イ
ル
の
世
紀
転
換
期
以
降
の
行
動
と
思
想
の
軌
跡
を
で

き
る
だ
け
包
括
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
整
骨
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
改
革
的
政
治
・
社
会
思
想
の
質
を
伺

う
、
一
つ
の
手
掛
り
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
第
一
章
は
、
ワ
イ
ル
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
簡
単
な
整
理
で
あ
り
、

具
体
的
な
彼
の
思
想
と
行
動
に
は
、
第
二
章
以
下
で
ふ
れ
る
こ
と
と
す
る
。

　
な
お
ワ
イ
ル
は
一
九
一
九
年
十
一
月
が
ん
の
た
め
他
界
し
た
。
こ
の
年
の
前
半
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
会
議
の
推
移
を
パ
リ
で
見
守
り
、
帰
国
後
、

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
で
の
妥
協
に
激
し
い
批
判
の
論
陣
を
張
っ
た
、
い
ま
だ
四
六
歳
の
行
動
的
で
熱
情
的
で
あ
っ
た
改
革
的
時
論
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
、
そ
れ
は
お
し
ま
れ
る
早
世
で
あ
っ
た
。
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①
　
以
下
は
ご
く
簡
単
な
ワ
イ
ル
の
略
年
譜
で
あ
る
。
な
お
こ
の
年
譜
の
作
成
に
際

　
し
て
は
、
劉
§
o
．
砺
§
ぎ
§
抵
ミ
ミ
讐
＆
の
一
九
〇
三
一
一
九
〇
五
年
版
（
一
九
〇

　
三
年
刊
）
と
一
九
一
八
－
一
九
一
九
年
版
（
一
九
一
八
年
刊
）
の
二
つ
を
主
に

　
参
照
し
、
あ
わ
せ
て
次
章
で
も
紹
介
す
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
フ
ォ
ー
シ
ー
の
研
究

　
（
Ω
二
二
〇
ω
鳴
。
叫
8
ざ
　
§
馬
O
ま
毯
憶
零
§
駄
鋤
曾
ミ
駐
ミ
h
G
ま
～
き
　
｝
蕎
ミ
”

　
卜
愚
特
ミ
§
§
讐
§
ミ
き
馬
℃
き
讐
語
恥
き
恥
窃
ミ
層
竜
8
目
途
晒
お
費
）
を
参
考
と
し

　
た
。

　
　
一
八
七
三
年
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
生
ま
れ
る
。
父

　
（
一
八
五
一
年
に
ア
メ
リ
カ
に
移
民
）
、
母
と
も
に
ド
イ
ツ
系
ユ
ダ
ヤ
人
。
九
二

　
年
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
卒
業
。
九
三
－
九
品
年
、
ヨ
…
ロ
ッ
パ
留
学
（
ハ
ル

　
大
学
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
、
さ
ら
に
パ
リ
大
学
へ
）
。
九
七
年
、
学
位
論
文
『
鉄
道

　
の
乗
客
量
』
（
辱
題
§
薦
ミ
寄
§
。
ミ
需
蕊
ぎ
遣
勲
6
0
同
）
で
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

大
学
よ
り
聖
賢
号
取
得
。
九
七
一
九
九
年
、
同
大
学
講
師
。
こ
の
間
九
八
年
、
合

衆
騒
労
働
局
の
依
頼
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
状
況
調
査
（
岡
じ
く
労
働
局
の
依
頼

で
、
一
九
〇
一
年
に
は
メ
キ
シ
コ
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
へ
）
。
し
か
し
一
八
九
九

年
、
大
学
を
辞
職
。
九
九
一
一
九
〇
〇
年
、
含
衆
国
財
務
省
統
計
局
の
専
任
統
計

官
（
担
当
、
国
際
経
済
）
。
し
か
し
一
九
〇
〇
年
、
同
統
計
官
も
辞
任
。
以
後
、

著
述
家
と
し
て
自
立
。
一
九
〇
二
年
、
統
～
鉱
由
労
働
者
ス
ト
に
際
し
て
、
　
『
ア

ウ
ト
ル
ッ
ク
』
誌
脇
時
特
派
員
と
し
て
ス
ト
の
現
場
を
体
験
。
ま
た
こ
の
時
期
に

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
…
ク
市
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
・
ハ
ウ
ス
、
　
「
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
・
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
」
に
繊
入
る
す
る
な
ど
、
広
範
で
自
由
な
活
動
臼

立
つ
。
〇
七
年
、
友
人
で
あ
る
作
家
、
社
会
党
員
ア
…
ネ
ス
ト
・
ポ
ー
ル
の
妹
、

ベ
ル
サ
と
結
婚
。
一
二
年
、
学
位
論
文
以
後
の
初
め
て
の
著
轡
『
新
し
い
民
主
主

義
』
（
§
臨
審
§
b
馬
ミ
8
§
遷
、
這
噛
い
騨
器
黛
G
§
q
ミ
ミ
麸
○
ミ
欝
§
、
ミ
ミ
“
ミ



§
ミ
肉
§
§
ミ
馬
寄
遣
§
ミ
ら
一
月
§
き
馬
9
ミ
ミ
9
ミ
塁
”
一
以
下
§
恥
寒
鎚

b
馬
ミ
O
ミ
§
黛
と
略
す
一
巳
旨
）
を
出
版
。
一
四
年
、
ク
ロ
ー
リ
ー
、
リ
ッ
プ
マ

ン
と
と
も
に
『
ユ
ユ
…
・
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
臨
の
発
刊
に
参
加
、
一
六
年
ま
で
准
主

筆
。
　
一
七
年
、
彼
の
政
経
書
の
第
二
作
『
ア
メ
リ
カ
の
世
界
一
政
策
』
（
鼠
ミ
ミ
鳶
§
胴

き
ミ
匙
、
ミ
ミ
量
δ
嵩
）
を
出
版
。
一
八
年
、
さ
ら
に
第
三
作
『
戦
争
の
終
結
』

（
§
馬
奪
ミ
垣
隣
馬
寒
ミ
・
戸
逡
。
。
）
を
出
版
。
し
か
し
翌
｝
九
年
十
一
月
九
日
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
市
に
て
没
。

剛
　
簡
単
な
研
究
史
の
概
観

ウォルタ・・一・E・ワイル（紀平）

　
本
章
で
は
、
従
来
の
革
新
主
義
研
究
な
い
し
は
社
会
思
想
史
研
究
に
お
い
て
、
ワ
イ
ル
が
い
か
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
か
を
整
理
し
、
現
段
階

の
ワ
イ
ル
に
関
す
る
理
解
の
水
準
を
探
っ
て
お
き
た
い
。
　
一
九
五
五
年
刊
行
の
『
改
革
の
時
代
』
に
お
い
て
ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
は
、
ワ
イ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
主
著
『
新
し
い
民
主
主
義
』
を
「
今
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
…
…
す
ぐ
れ
た
本
」
と
紹
介
し
た
。
ど
う
や
ら
そ
の
急
死
が
悼
ま
れ
た
ワ
イ
ル
も
、

一
九
五
〇
年
代
に
は
、
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
た
過
去
の
一
革
新
主
義
者
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
そ
れ
以
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

研
究
に
ふ
れ
れ
ば
一
応
の
整
理
は
充
分
で
あ
ろ
う
。

　
ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
は
先
の
書
で
、
ワ
イ
ル
の
同
時
代
人
と
し
て
の
鋭
い
時
代
観
察
に
注
目
し
た
が
、
彼
の
思
想
そ
の
も
の
に
は
こ
れ
と
い

っ
た
コ
メ
ン
ト
も
加
え
な
か
っ
た
。
そ
の
点
、
ワ
イ
ル
の
思
想
の
質
に
初
め
て
歴
史
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
中
で
ふ
れ
た
の
は
、
　
『
二
野
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ア
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
時
代
』
で
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
モ
ウ
リ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
こ
で
、
い
わ
ゆ
る
革
新
主
義
な
る
も
の
の
社
会
思
想
史
的

定
式
化
を
試
み
、
そ
の
脈
絡
で
ご
く
簡
単
に
ワ
イ
ル
に
言
及
し
た
。
ワ
イ
ル
に
対
す
る
歴
史
的
評
価
が
、
革
新
主
義
研
究
の
本
格
化
の
中
で
始

ま
っ
た
と
い
う
裏
清
か
ら
も
、
筆
者
は
ひ
と
ま
ず
モ
ウ
リ
ー
の
革
新
主
義
論
そ
の
も
の
を
つ
ぎ
に
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　
モ
ウ
リ
ー
の
立
論
は
、
と
り
あ
え
ず
革
新
主
義
を
今
世
紀
に
入
っ
て
生
れ
る
独
自
の
一
政
治
・
社
会
思
潮
と
認
め
る
こ
と
か
ら
出
発
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
一
応
の
政
治
的
立
場
と
し
て
の
革
新
主
義
と
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
目
に
あ
ま
る
富
の
不
均
衡
の
是
正
と
民
主
的
な
政
治
改
革
を

求
め
た
点
で
一
九
世
紀
後
半
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
急
速
な
産
業
主
義
と
、
そ
れ
を
支
え
た
保
守
主
義
と
に
対
峙
し
、
私
有
財
産
制
の
保
持
、
階

級
対
立
の
拒
否
と
い
う
点
で
社
会
主
義
と
も
一
線
を
画
し
た
、
今
世
紀
初
頭
の
広
範
な
中
産
階
級
的
改
革
運
動
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
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モ
ウ
リ
ー
が
着
目
し
た
革
新
主
義
の
特
異
さ
と
は
、
か
か
る
政
治
的
立
場
に
あ
る
と
い
う
よ
り
、
そ
の
一
九
世
紀
社
会
思
想
に
は
み
ら
れ
ぬ
世

界
観
と
人
間
観
に
あ
っ
た
。
彼
ら
革
新
主
義
老
の
意
識
に
は
、
彼
岸
に
必
然
的
世
界
を
常
に
想
定
す
る
既
成
の
保
守
主
義
お
よ
び
社
会
主
義
と

異
な
り
、
人
為
的
に
い
か
よ
う
に
で
も
可
変
な
白
紙
の
世
界
、
そ
こ
で
の
変
化
の
主
体
と
し
て
の
自
由
な
人
間
と
い
う
、
い
わ
ば
変
革
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
人
間
の
主
体
性
と
、
そ
う
し
た
変
化
そ
の
も
の
へ
の
確
信
が
貫
流
し
て
い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
一
九
世
紀
の
個
人
主
義
、
人
道
主
義
の

　
　
　
　
　
　
　
⑤

伝
統
に
連
な
り
つ
つ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
、
現
実
は
い
か
よ
う
に
で
も
変
え
う
る
と
い
う
瀾
か
れ
た
世
界
へ
の
信
念
を
改
革
理
念
の
燕
石
と
し
、

そ
の
変
化
の
前
途
に
極
め
て
楽
観
的
で
も
あ
っ
た
、
今
世
紀
初
頭
の
行
動
的
で
自
意
識
の
強
い
中
産
階
級
の
改
革
的
政
治
思
潮
、
そ
れ
が
大
雑

把
に
云
え
ば
モ
ウ
リ
ー
の
整
理
す
る
一
つ
の
思
想
圏
と
し
て
の
革
新
主
義
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
ご
と
ぐ
革
新
主
義
を
一
つ
の
思
想
圏
と
し
て
整
理
し
た
モ
ウ
リ
ー
は
、
他
面
政
治
思
想
と
し
て
は
そ
こ
に
、
な
か
ん
ず
く
二
つ
の
矛

盾
す
る
政
治
哲
学
の
相
克
を
み
た
。
一
方
に
、
ル
イ
ス
・
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ズ
ら
に
代
表
さ
れ
る
競
争
の
圓
復
、
個
人
の
再
生
、
国
家
指
導
へ
の
恐

怖
と
い
う
理
念
、
他
方
に
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ー
リ
ー
ら
の
個
人
主
義
の
克
服
、
お
よ
び
パ
タ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ク
な
国
家
観
で
あ
る
。
換
言
す

れ
ば
モ
ウ
リ
ー
は
革
新
主
義
を
、
政
治
思
想
と
し
て
は
、
一
九
世
紀
個
人
主
義
の
遺
産
と
二
〇
世
紀
的
国
家
主
義
と
い
う
、
二
〇
世
紀
前
半
の

ア
メ
リ
カ
中
産
階
級
的
政
治
思
想
に
生
起
し
て
く
る
二
つ
の
根
底
す
る
指
向
を
、
は
な
は
だ
し
く
生
硬
に
岡
居
さ
せ
た
、
そ
の
意
味
で
過
渡
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
複
合
的
政
治
思
想
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
脈
絡
で
彼
は
、
ワ
イ
ル
に
以
下
の
よ
う
に
言
及
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
妥
協
的
立
場
が
存
在
し
た
。
例
え
ば
、
…
…
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ワ
イ
ル
は
、
利
潤
原
理
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
実
現
さ
れ
る
産
業
の
社
会
化
を
求
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
た
。
そ
れ
は
社
会
を
絶
対
視
し
、
個
人
を
否
定
す
る
社
会
主
義
の
「
経
済
的
運
命
論
偏
を
伴
な
わ
な
い
、
産
業
の
社
会
論
で
あ
っ
た
。

　
右
の
と
お
り
、
モ
ウ
リ
ー
の
革
新
主
義
論
は
、
広
い
意
味
で
の
ワ
イ
ル
の
思
想
環
境
を
理
解
す
る
に
は
極
め
て
有
益
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で

の
ワ
イ
ル
へ
の
雷
及
は
、
彼
へ
の
歴
史
的
評
価
と
い
う
に
は
い
か
に
も
短
か
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
と
り
あ
え
ず
こ
の
論
か
ら
わ
れ
わ

れ
は
、
ワ
イ
ル
が
革
新
主
義
思
想
と
い
っ
て
も
と
く
に
、
今
世
紀
初
頭
の
国
家
主
義
的
傾
向
の
中
に
い
か
な
る
位
置
を
占
め
た
か
と
い
う
観
点

か
ら
ひ
と
ま
ず
注
鼠
さ
れ
始
め
た
こ
と
を
、
ま
ず
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

62　（7e6）



ウォルター・E・ワイル（紀平）

　
そ
の
後
、
ワ
イ
ル
の
思
想
を
初
め
て
本
格
的
に
取
り
上
げ
た
の
が
、
一
九
六
～
年
に
刊
行
さ
れ
た
チ
瀞
、
ー
ル
ズ
・
フ
ォ
ー
シ
ー
の
『
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム
の
別
れ
道
』
で
あ
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
こ
の
書
で
の
フ
ォ
ー
シ
ー
の
ま
ず
第
一
の
問
題
意
識
は
、
革
新
主
義
期
、

と
く
に
一
九
一
〇
年
か
ら
一
七
年
の
時
期
を
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
一
九
世
紀
的
な
そ
れ
か
ら
現
代
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
へ
と
変
貌

す
る
転
換
期
と
捉
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
他
な
ら
ぬ
彼
の
云
う
、
　
「
ニ
ュ
ー
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
の
登
場
で
あ
る
。
今
露
な
お
ワ
イ
ル
に
関
す

る
唯
一
の
本
格
的
研
究
で
あ
る
同
書
は
、
こ
こ
で
是
非
紹
介
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
結
論
的
に
云
え
ば
フ
ォ
ー
シ
ー
の
い
う
「
ニ
ュ
ー
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
と
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
新
た
な
政
治
思
想
の
登
場
で
あ
っ
た
。
　
「
要

す
る
に
ニ
ュ
ー
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
は
、
個
人
の
権
利
の
自
由
な
行
使
に
よ
っ
て
自
動
的
に
進
歩
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
夢
か
ら
、
政
治
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

力
の
意
識
的
で
協
同
的
な
活
用
の
み
が
改
革
を
も
た
ら
し
う
る
と
い
う
確
信
へ
の
移
行
で
あ
っ
た
」
。
　
フ
ォ
ー
シ
ー
は
、
そ
の
思
潮
が
と
く
に

一
九
一
〇
年
代
以
降
明
瞭
な
一
つ
の
政
治
信
条
へ
と
移
行
し
た
と
し
、
そ
の
転
換
に
こ
の
間
思
想
領
域
で
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
指
導
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

政
治
思
想
家
と
し
て
、
ク
ロ
ー
り
一
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
ヅ
プ
マ
ン
と
並
ん
で
、
ワ
イ
ル
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
こ
こ
で
フ
ォ
ー
シ
ー
は
、
通
常
ク
ロ
ー
リ
ー
ほ
ど
の
影
響
力
を
持
た
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
ワ
イ
ル
の
思
想
に
、
ク
ロ
ー
リ
…
に
対

す
る
以
上
の
共
感
を
寄
せ
た
。
両
者
は
た
し
か
に
右
の
よ
う
な
意
味
で
の
こ
の
時
期
の
最
も
代
表
的
思
想
家
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
二
人

の
間
に
も
微
視
的
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
差
違
を
彼
は
認
め
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
罠
主
主
義
は
ど
の
よ
う
に
法
律
的
権
利
や
政
治
的
自
由
に
よ
っ
て
そ
の
外
装
が
保
護
さ
れ
よ
う
と
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
よ
り
多
く
の
物
質
的
商
品
、
そ
し
て

そ
れ
に
基
づ
く
豊
か
な
精
神
活
動
を
意
味
す
る
」
と
ワ
イ
ル
は
論
じ
た
。
…
…
〔
そ
う
し
た
〕
ワ
イ
ル
の
物
質
主
義
的
、
社
会
的
目
的
へ
の
関
心
は
、
ク
ロ

…
リ
ー
を
動
か
し
た
文
化
的
価
値
と
著
し
い
対
照
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
…
…
人
間
の
よ
り
具
体
的
な
必
要
に
関
心
を
寄
せ
た
ワ
イ
ル
の
政
治
哲
学
は
、

…
…
〔
ク
ロ
ー
り
一
〕
　
ほ
ど
の
影
響
力
や
鋒
観
を
持
た
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
の
知
性
は
ク
ロ
…
り
一
に
劣
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
多
分
彼
の
ほ
う

が
、
現
実
を
よ
り
堅
実
に
理
解
し
て
い
た
。
…
…
加
え
て
、
　
〔
そ
の
物
質
主
義
の
故
に
〕
ワ
イ
ル
は
彼
の
改
革
の
支
持
に
大
衆
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

彼
の
哲
学
は
、
　
〔
ク
μ
ー
リ
ー
の
よ
う
な
〕
大
衆
を
よ
り
高
い
何
か
運
命
の
地
へ
と
響
き
い
ざ
な
う
よ
う
な
、
啓
発
的
指
導
力
と
い
う
も
の
の
存
在
を
必
要
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⑩

　
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
両
者
の
こ
う
し
た
差
違
は
、
同
時
代
的
に
は
こ
と
さ
ら
強
調
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
革
新
主
義
下
の
思
想
界
の
特
徴
は
、

ま
さ
に
そ
う
し
た
二
人
が
同
じ
『
ニ
ュ
…
・
リ
パ
ブ
リ
ヅ
ク
』
の
発
刊
に
携
わ
っ
た
こ
と
に
こ
そ
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

家
と
し
て
の
ワ
イ
ル
を
知
る
上
に
は
、
こ
こ
で
の
フ
ォ
ー
シ
…
の
指
摘
は
極
め
て
示
唆
的
で
あ
り
妥
妾
で
あ
っ
た
。

　
フ
ォ
ー
シ
ー
の
研
究
に
い
ま
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
参
戦
を
支
持
し
な
が
ら
、
戦
後
ウ
ィ
ル
ソ
ン
批
判
に
ま
わ
っ
た
第
一
次
大
戦
後
の
ワ

イ
ル
、
ク
ロ
ー
リ
i
、
リ
ッ
プ
マ
ン
に
対
す
る
彼
の
分
析
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
戦
後
ウ
ィ
ル
ソ
ン
批
判
を
展
開
し
た
こ
の
三
人
の
思
想
家
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

実
は
彼
ら
自
身
が
い
ず
れ
も
思
想
的
に
行
き
詰
る
か
、
な
い
し
は
変
化
を
迫
ら
れ
て
い
た
と
論
じ
た
。
そ
し
て
結
論
的
に
云
え
ば
そ
の
行
き
詰

り
は
、
三
人
が
そ
れ
ま
で
寄
っ
て
立
っ
た
改
革
思
想
、
　
「
社
会
的
、
民
主
的
霊
的
を
達
成
す
る
た
め
に
企
業
、
労
働
組
合
、
そ
し
て
政
治
権
力

と
い
う
近
代
的
権
力
集
中
を
受
け
い
れ
、
そ
れ
を
意
識
的
に
活
用
」
し
ょ
う
と
し
た
「
民
主
的
国
家
主
義
」
と
い
う
理
念
の
、
な
か
ん
ず
く
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

家
主
義
の
破
綻
で
あ
っ
た
、
と
フ
ォ
ー
シ
ー
は
分
析
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
三
人
の
行
き
詰
り
に
つ
い
て
は
フ
ォ
ー
シ
ー
は
、
さ
ら

に
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
付
言
し
た
。
す
な
わ
ち
彼
ら
の
行
き
詰
り
は
、
あ
え
て
云
え
ば
、
エ
リ
ー
ト
的
政
治
指
導
に
安
易
に
依
拠
し
よ
う
と
す
る

現
代
ア
メ
リ
カ
ン
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
そ
の
も
の
の
行
き
詰
り
で
も
あ
る
、
と
。
フ
ォ
ー
シ
ー
は
こ
の
書
の
結
び
に
お
い
て
、
今
日
一
層
大
き
な

課
題
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
民
主
主
義
の
真
の
実
質
化
を
訴
え
、
第
一
次
大
戦
後
、
　
「
民
主
的
国
家
主
義
」
か
ら
「
民
主
的
社
会
主
義
」

へ
と
移
行
し
た
ワ
イ
ル
お
よ
び
ク
ロ
ー
リ
ー
の
中
に
、
今
日
な
お
ア
メ
リ
カ
の
リ
ベ
ラ
ル
が
直
面
す
る
最
も
重
要
な
思
想
的
、
か
つ
実
践
的
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

題
を
読
み
と
る
と
締
め
く
く
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
問
題
意
識
が
示
す
よ
う
に
、
以
上
の
フ
ォ
ー
シ
ー
の
研
究
は
一
九
六
〇
年
代
初
頭
の
知
識
人
の
特
殊
な
思
想
状
況
を
反
映
し
て
い
た
。

し
か
し
そ
の
聞
題
関
心
が
、
一
度
は
忘
れ
ら
れ
か
か
っ
た
一
革
新
主
義
思
想
家
ワ
イ
ル
を
、
こ
こ
で
一
挙
に
歴
史
の
中
に
、
し
か
も
鮮
明
に
蘇

ら
せ
た
こ
と
も
ま
た
右
で
み
た
と
お
り
で
あ
っ
た
。
な
に
よ
り
経
済
的
、
そ
し
て
社
会
的
民
主
主
義
の
達
成
の
必
要
を
論
じ
た
今
世
紀
初
頭
の

注
屠
す
べ
き
改
革
的
思
想
家
と
し
て
、
以
上
フ
ォ
ー
シ
ー
は
、
ワ
イ
ル
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
高
い
歴
史
的
評
価
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
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ウォルター・E・ワイル（紀平）

　
フ
ォ
ー
シ
ー
以
後
、
ワ
イ
ル
に
つ
い
て
の
本
格
的
研
究
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
後
の
幾
つ
か
の
研
究
を
み
る
限
り
、
ワ
イ
ル
は
す
で
に
革
新

主
義
お
よ
び
二
〇
世
紀
ア
メ
リ
カ
碁
会
思
想
史
に
、
一
つ
の
確
実
な
歴
史
的
地
位
を
確
保
し
た
こ
と
だ
け
は
、
ど
う
や
ら
た
し
か
な
よ
う
で
あ

る
。
ひ
と
ま
ず
彼
は
、
革
新
主
義
期
の
代
表
的
致
治
思
想
家
の
一
人
で
あ
る
。
例
え
ば
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ビ
ー
は
、
革
新
主
義
期
、
一
九
世

紀
の
そ
れ
と
は
「
著
し
く
異
な
る
政
府
へ
の
概
念
し
を
引
き
出
し
体
系
化
し
た
、
数
少
な
い
「
新
し
い
政
治
理
論
」
の
「
体
系
的
思
想
家
」
の

一
人
と
し
て
、
彼
も
ま
た
ワ
イ
ル
の
名
を
あ
げ
る
。
ち
な
み
に
こ
こ
で
の
新
し
い
政
治
理
論
と
は
、
大
衆
の
合
理
的
要
求
を
統
合
し
、
実
現
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

て
い
く
た
め
に
、
な
に
よ
り
政
治
権
力
、
と
く
に
国
家
権
力
の
継
続
的
な
活
動
の
必
要
性
を
論
じ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
他
方
、
主
に
ニ
ュ
ー
・
レ
フ
ト
系
の
史
家
た
ち
は
、
単
に
代
表
的
革
新
主
義
の
政
治
思
想
家
と
い
う
以
上
に
、
後
年
、
と
く
に
第
一
次
大
戦

末
期
か
ら
し
だ
い
に
社
会
主
義
陣
営
へ
と
傾
斜
し
て
い
く
ワ
イ
ル
に
注
目
す
る
。
実
は
ワ
イ
ル
が
そ
の
死
の
直
前
、
自
ら
を
社
会
主
義
者
と
位

置
付
け
た
か
否
か
、
ま
た
社
会
党
に
入
党
す
る
意
志
が
あ
っ
た
か
否
か
は
か
な
り
微
妙
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
例
え
ば
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ラ

ッ
シ
ュ
、
は
、
少
く
と
も
ワ
イ
ル
が
ロ
シ
ア
革
命
直
後
の
ア
メ
リ
カ
で
、
戸
シ
ア
革
命
の
思
想
的
衝
撃
に
最
も
深
く
反
応
し
て
い
た
特
筆
す
べ
き

革
新
主
義
者
の
一
人
で
あ
っ
た
と
、
彼
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
雷
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
反
帝
国
主
義
者
に
は
、
経
済
的
平
等
と
政
治
的
自
由
は
切
り
離
し
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。
全
革
新
主
義
運
動
が
そ
の
仮
定
に
依
拠
し
て
い
た

よ
う
に
思
え
る
。
…
…
〔
し
か
し
場
合
に
よ
っ
て
は
社
会
改
革
を
求
め
よ
う
と
す
る
と
き
〕
　
「
政
治
的
民
主
主
義
」
が
放
棄
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ

と
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ワ
イ
ル
は
一
九
一
九
年
八
月
そ
の
問
題
を
意
識
し
て
い
た
。
彼
は
、
「
わ
れ
わ
れ
の
民
主
主
義
は
、
人

昆
が
望
む
よ
う
な
真
の
産
業
的
民
主
化
に
適
応
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
適
応
し
う
る
よ
う
に
（
ま
た
妨
害
的
で
な
い
よ
う
に
）
改
変
さ
れ
う
る
の
か
」
と

問
い
、
こ
れ
に
対
し
、
　
「
そ
の
闇
題
へ
の
解
答
が
政
治
的
高
熱
主
義
の
持
続
を
決
す
る
」
と
答
え
た
。
し
か
し
、
多
く
の
反
帝
国
主
義
者
は
、
彼
ら
の
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
お
い
て
こ
の
点
に
い
ま
だ
到
達
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
さ
て
以
上
が
、
ワ
イ
ル
に
関
す
る
｝
九
五
〇
年
代
以
降
の
各
研
究
の
ご
く
大
雑
把
な
概
観
で
あ
る
。
他
の
革
新
主
義
期
の
思
想
家
に
比
し
て
、

ワ
イ
ル
に
欄
す
る
研
究
ま
た
潭
メ
ン
ト
は
決
し
て
多
く
は
な
い
が
、
そ
れ
で
竜
以
上
で
散
見
七
た
幾
つ
か
に
は
、
示
唆
的
な
も
の
も
少
癒
く
な
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い
。
と
く
に
革
新
主
義
期
の
他
の
思
想
家
、
リ
ベ
ラ
ル
と
の
比
較
と
い
う
観
点
で
は
、
す
で
に
従
来
の
研
究
は
か
な
り
の
点
ま
で
ワ
イ
ル
に
妥

当
な
比
較
的
価
値
と
、
一
定
の
歴
史
的
評
価
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
小
論
は
、
こ
う
し
た
従
来
の
ワ
イ
ル
評
価
に
こ
と
さ
ら
新
し
い

評
価
を
企
図
し
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
小
論
の
課
題
と
す
る
の
は
、
今
世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
の
代
表
的
な
政
治
思
想
家
の
一
人
で
あ
っ
た
彼

の
思
想
に
で
き
う
る
限
り
深
く
入
り
、
そ
れ
を
包
括
的
に
読
み
と
る
こ
と
で
、
彼
に
つ
い
て
の
認
識
を
少
し
で
も
深
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

が
、
フ
ォ
ー
シ
i
以
来
本
格
的
に
な
さ
れ
て
い
な
い
ワ
イ
ル
研
究
に
い
ま
一
度
光
を
当
て
、
フ
ォ
ー
シ
：
の
論
点
を
若
干
と
も
補
足
し
う
る
も

の
で
あ
れ
ば
と
筆
者
は
願
う
の
で
あ
る
。
な
お
、
わ
が
国
で
は
ワ
イ
ル
に
つ
い
て
こ
れ
と
い
う
紹
介
も
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
な
い
。

①
国
。
冨
＆
嵩
。
｛
。
。
雲
量
㊦
斜
§
q
鉱
鷺
ミ
勘
書
置
ミ
讐
お
累
℃
や
置
◎
（
邦
訳
、

　
斎
藤
脚
真
他
訳
『
ア
メ
リ
カ
現
代
史
』
、
　
一
　
二
四
頁
）
。

②
　
も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
こ
と
は
、
ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
以
前
に
ワ
イ
ル
に
論
及
し

　
た
も
の
が
皆
無
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
今
日
に
お
け
る
ワ
イ
ル
へ
の
理

　
解
の
視
点
と
水
準
を
知
る
上
に
は
、
ひ
と
ま
ず
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
も
の
で
一

　
応
充
分
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
関
係
す
る
す
べ
て
の
史
料
、
文
献
に
当

　
た
り
得
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
管
見
の
限
り
で
一
九
五
〇
年
代
以
前
、
若
干
の
ぺ

　
ー
ジ
を
さ
い
て
彼
を
論
評
し
て
い
る
文
献
に
は
一
〇
げ
ロ
Ω
属
島
σ
o
臨
氷
雪
寒
喰
㍗

　
建
ミ
こ
。
鴻
書
臓
ミ
層
お
ω
卜
。
”
℃
娼
9
器
『
も
b
。
。
。
◆
が
あ
る
。
ま
た
そ
れ
以
前
に
も
、
ワ

　
イ
ル
の
死
の
三
年
後
一
九
二
二
年
、
彼
の
友
人
数
名
が
彼
へ
の
迫
悼
論
文
集
を
自

　
費
出
版
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
残
念
な
が
ら
入
手
出
来
な
か
っ
た
（
鵜
。
’
く
－

　
欝
a
切
毎
げ
巴
8
製
p
ロ
偏
。
芸
。
叫
。
7
嘲
導
黛
ミ
奉
ミ
」
鼠
壽
込
篭
§
鼠
ミ
帖
§
”
一
り
昏
。
b
。
）
。

③
0
8
お
。
凋
■
蜜
。
霜
受
噂
§
馬
肉
器
ミ
§
s
§
鳶
肉
8
防
恥
罵
鳶
§
蕊
導
馬
切
ミ
為

　
駄
』
§
§
噛
、
凌
賦
§
ミ
噺
ミ
．
竜
8
惹
ミ
N
”
お
駅
Q
。
。

④
　
N
驚
3
》
や
一
？
一
P
ω
。
。
ふ
。
。
’

⑤
　
奪
ミ
．
輔
℃
9
ω
o
。
、
O
Q
o
’

⑥
き
ミ
”
℃
℃
，
罵
言
S

⑦
き
ミ
ニ
や
鵯
．

⑧
O
冨
二
〇
ω
司
。
岩
。
ざ
§
馬
9
8
向
き
ミ
恥
ミ
ト
き
ミ
ミ
一
州
ミ
嚇
娼
■
×
ぎ

⑨
き
ミ
層
℃
噸
×
ぎ

⑩
　
N
窯
画
噛
℃
や
。
。
？
◎
。
8
な
お
〔
　
〕
内
は
筆
者
注
。
以
下
の
引
用
の
場
合
も
同
様

　
で
あ
る
。

＠
　
ワ
イ
ル
は
ク
ロ
ー
リ
ー
の
招
聴
に
よ
っ
て
創
刊
号
の
出
る
お
よ
そ
一
年
前
の
一

　
九
　
三
年
の
秋
か
ら
、
す
で
に
『
ニ
ュ
ー
・
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
臨
急
の
創
刊
ス
タ
ッ

　
フ
に
参
加
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
含
め
て
同
誌
の
創
刊
過
程
に
つ
い
て
は
フ
ォ

　
ー
シ
ー
の
研
究
が
詳
し
い
（
N
窯
罫
や
窓
G
。
脚
℃
℃
・
ド
＄
占
Q
。
。
。
）
。

⑫
N
ミ
3
電
』
。
。
。
。
凸
O
①
・

⑬
導
ミ
リ
や
。
。
呼
G
。
・

⑭
§
3
唱
。
b
。
り
？
b
。
り
8
ω
O
や
ω
O
◎
。
。
峯
ゐ
覇

⑯
男
9
Φ
多
多
≦
δ
げ
ρ
§
馬
弓
ミ
轟
誉
憶
O
ミ
ミ
噛
鍵
蔦
霞
途
9
δ
塁
篭
・

　
ド
窃
¢
1
戸
O
G
o
．

⑯
Ω
三
珍
。
讐
Φ
門
営
ω
。
7
誌
と
、
ミ
智
§
卜
§
壕
ミ
恥
§
風
§
き
毯
馬
§
」
～
き
穿

　
N
ミ
転
§
・
お
爵
魑
や
H
器
．
な
お
文
中
で
ラ
ッ
シ
ュ
が
「
反
帝
国
主
義
者
」
と
規
定

　
し
て
い
る
の
は
、
第
一
次
大
戦
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
以
後
、
参
戦
に
明
白
に
反

　
対
し
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
現
時
の
戦
争
に
戦
争
膳
的
の
明
確
化
な
ど
一
定
の
批

　
判
的
見
解
を
示
し
て
い
た
革
新
主
義
者
を
指
す
。
例
え
ば
ワ
イ
ル
の
他
に
も
、
リ
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ソ
カ
ソ
・
ス
テ
フ
ェ
ソ
ズ
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ハ
ウ
、
オ
ス
ワ
ー
ド
・
G
・
ヴ
ィ

ラ
ー
ド
ら
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
さ
ら
に
い
ま
一
言
。
ワ
イ
ル
が
そ
の
死
の
颪
前
出
会
党
に
入
党
す
る
意
志
が
あ

っ
た
か
、
あ
る
い
は
社
会
主
義
者
へ
転
じ
て
い
た
か
否
か
と
い
う
問
題
は
本
文
中

で
も
論
じ
た
よ
う
に
極
め
て
微
妙
な
問
題
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
そ
れ
に
肯
定
的

見
解
を
示
し
て
い
る
研
究
者
に
は
、
先
の
フ
ォ
ー
シ
ー
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
他

に
も
以
下
の
人
々
が
い
る
。
ノ
く
三
貯
白
》
・
≦
三
曹
資
ω
・
§
恥
O
。
ミ
。
ミ
恥
ミ

抵
ミ
ミ
爵
§
い
蔑
一
点
§
怒
眈
り
お
（
翼
。
毛
≦
雲
娼
。
ぎ
雷
⑦
象
試
。
昌
）
噂
や
。
。
旨
“
智
日
。
・
・

≦
o
貯
ω
8
旦
§
偽
b
ミ
き
ミ
駄
砺
g
簿
駐
ミ
馬
子
㍍
ミ
ミ
画
ミ
丸
ミ
㍗
竃
賦
讐
一
㊤
①
N

緊
謹
．

二
『
新
し
い
民
主
主
義
』
に
つ
い
て

ウォルター・E。ワイル（紀平）

　
一
九
一
二
年
、
彼
の
三
八
歳
の
時
に
発
表
さ
れ
た
『
新
し
い
民
主
主
義
』
は
、
ワ
イ
ル
の
論
壇
に
お
け
る
地
位
を
確
立
し
、
少
く
と
も
一
九

一
七
年
期
ま
で
の
彼
の
改
革
思
想
を
語
る
最
も
代
表
的
な
著
作
で
あ
っ
た
。
時
代
的
に
も
同
書
の
執
筆
、
刊
行
は
革
新
主
義
運
動
の
全
国
的
高

揚
期
に
あ
た
り
、
文
字
通
り
同
書
は
、
革
新
主
義
の
思
想
的
所
産
の
一
つ
と
い
っ
て
過
言
で
な
か
っ
た
。
本
章
は
、
こ
の
彼
の
主
著
『
新
し
い

民
主
主
義
』
を
検
討
し
て
、
ひ
と
ま
ず
ワ
イ
ル
の
七
草
思
想
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
た
だ
し
》
初
め
に
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
こ
で
の
『
新
し
い
民
主
主
義
』
の
検
討
だ
け
で
は
、
た
と
え
一
九
一
七
年
期
ま
で
と
は
い

え
、
ワ
イ
ル
の
改
革
思
想
の
全
体
像
を
理
解
す
る
た
め
に
は
私
は
不
十
分
と
考
え
る
点
で
あ
る
。
以
下
で
も
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
同
書
は

た
し
か
に
ワ
イ
ル
の
十
数
年
問
の
思
想
活
動
を
集
約
し
、
彼
の
改
革
思
想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
含
ん
で
は
い
た
が
、
他
面
、
そ
れ
は
あ
る
特
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

社
会
層
を
対
象
と
し
た
一
つ
の
政
治
的
啓
発
の
書
で
も
あ
っ
た
。
同
書
の
そ
う
し
た
政
治
的
性
格
は
、
も
ち
ろ
ん
彼
の
改
革
思
想
と
決
し
て
矛

盾
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
ワ
イ
ル
の
思
想
領
域
全
体
を
語
る
に
は
や
や
不
十
分
な
特
殊
性
を
持
っ
た
と
す
る
方
が
、
私
は
妥
当
と
考
え

る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
筆
者
は
、
ワ
イ
ル
の
改
革
思
想
全
体
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
は
、
彼
の
他
の
論
文
を
も
参
照
す
る
次
章
お
よ
び
第

四
章
の
課
題
と
し
た
い
。

　
前
章
で
も
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
今
日
ワ
イ
ル
は
、
革
新
主
義
期
の
代
表
的
思
想
家
の
一
入
と
評
価
さ
れ
る
。
な
か
ん
ず
く
い
ま
一
度
ウ

ィ
ー
ビ
ー
の
笹
葉
を
使
え
ば
、
大
衆
の
合
理
的
要
求
を
統
合
し
、
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
政
治
権
力
と
く
に
連
邦
政
府
権
力
の
継
続
的
な
活
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動
の
必
要
を
論
じ
た
、
革
新
主
義
の
数
少
な
い
体
系
的
思
想
家
の
一
入
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
評
価
は
お
お
む
ね
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
そ
こ
で
体
系
的
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
具
体
的
に
意
味
し
た
の
か
。
さ
し
あ
た
り
以
上
の
観
点
か
ら
、
以
下
や
や
詳
し
く
ワ
イ
ル
が
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

図
し
た
改
革
の
内
容
を
『
新
し
い
民
主
主
義
』
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　
↓
　
「
新
民
主
主
義
」
の
理
念
に
つ
い
て

　
（

　
表
題
に
も
使
わ
れ
た
彼
に
と
っ
て
一
つ
の
固
有
の
理
念
で
あ
っ
た
「
新
民
主
主
義
」
と
は
、
ワ
イ
ル
が
こ
の
書
で
最
も
訴
え
よ
う
と
し
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

彼
の
当
代
ア
メ
リ
カ
変
革
の
い
わ
ば
基
礎
理
念
で
あ
っ
た
。
ワ
イ
ル
は
そ
の
理
念
を
こ
の
書
で
は
極
め
て
特
徴
的
に
、
ア
メ
リ
カ
史
の
史
的
展

望
の
中
に
位
置
付
け
、
説
明
し
よ
う
と
し
た
。
彼
は
ま
ず
つ
ぎ
の
よ
う
に
問
う
。
　
「
わ
れ
わ
れ
は
平
等
を
求
め
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
不
平
等
を
生
み
出
し
た
。
一
八
二
九
年
の
あ
の
向
こ
う
見
ず
な
若
き
民
主
主
義
の
約
束
は
何
故
実
現
し
な
か
っ
た
の
か
」
、
と
。
以
下
、
し

ば
ら
く
こ
の
問
に
対
す
る
彼
の
歴
史
的
説
明
を
整
理
し
て
み
た
い
。

　
理
由
は
二
点
に
要
約
で
き
る
。
そ
の
第
一
は
畏
主
主
義
の
質
の
問
題
で
あ
っ
た
。
ワ
イ
ル
は
ジ
ャ
ク
ソ
ニ
ア
ソ
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
一
応
の

一
九
世
紀
に
お
け
る
民
主
主
義
の
実
現
と
み
た
。
し
か
し
、
実
は
一
九
世
紀
前
半
に
実
現
し
た
そ
う
し
た
民
主
主
義
の
理
念
と
は
、
本
来
消
極

的
な
、
政
治
的
圧
制
か
ら
の
自
由
と
い
う
性
格
の
民
主
主
義
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
そ
れ
は
、
生
命
、
自
由
、
財
産
、
な
か
で
も
財
産
権

を
最
大
の
不
可
侵
の
権
利
と
謳
う
、
す
ぐ
れ
て
「
個
人
主
義
的
民
主
主
義
」
（
甘
蝕
く
繁
華
瀞
¢
。
給
旨
。
。
冨
。
《
）
で
も
あ
っ
た
。
ワ
イ
ル
は
、
も
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

や
そ
う
し
た
「
個
人
主
義
的
民
主
主
義
」
が
、
工
業
化
し
複
雑
化
し
た
現
代
に
は
適
応
し
得
な
い
と
論
じ
る
の
で
あ
る
。

　
理
由
の
第
二
は
、
西
部
へ
分
拡
張
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
九
世
紀
、
大
陸
へ
の
膨
張
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
時
代
的
運
命
は
、
内
面
的
で
イ
ン
テ

ン
シ
テ
ィ
ブ
な
英
主
主
義
の
育
成
と
は
基
本
的
に
相
入
れ
な
い
二
者
撰
択
で
あ
っ
た
、
と
論
じ
た
。
広
大
な
大
陸
へ
の
拡
大
と
そ
こ
で
の
富
の

取
得
。
そ
れ
は
共
同
体
的
精
神
を
破
壊
し
、
人
間
を
ア
ト
ム
化
し
て
い
く
、
い
わ
ば
ひ
た
す
ら
の
拡
大
と
富
の
追
求
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

極
端
に
自
意
識
過
剰
で
、
狭
量
な
個
人
主
義
が
必
然
的
に
生
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
と
ワ
イ
ル
は
論
じ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
ワ
イ
ル
は
ア
メ
リ
カ
史
の
特
質
、
少
く
と
も
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
史
の
特
質
が
西
部
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
に
あ
っ
た
と
理
解
す
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ウォルター一・E・ワイル（紀平）

る
点
に
お
い
て
、
歴
史
家
フ
レ
デ
リ
ヅ
ク
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
タ
ー
ナ
ー
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
云
っ
て
よ
か
っ
た
。
し
か
し
、
東
部
人
で
あ

る
ワ
イ
ル
は
こ
の
間
の
大
陸
膨
張
の
結
果
が
、
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
の
内
的
成
長
に
否
定
的
な
史
的
役
割
を
果
し
た
と
捉
え
た
点
で
、
中
西
貴

人
で
あ
る
タ
ー
ナ
ー
と
の
著
し
い
対
照
を
示
し
た
。
大
陸
へ
の
膨
張
に
よ
る
極
端
な
個
人
主
義
の
浸
透
は
、
実
は
究
極
的
に
は
真
の
個
人
主
義
、

さ
ら
に
は
民
主
主
義
を
も
窒
息
さ
せ
る
「
金
権
階
級
」
（
渇
望
。
。
養
畠
）
を
、
実
に
個
人
主
義
の
名
の
も
と
に
い
ま
ア
メ
リ
カ
に
生
み
出
し
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
ワ
イ
ル
は
論
じ
た
の
で
あ
る
。
今
日
の
最
大
の
問
題
で
あ
る
、
旙
大
な
私
的
富
を
専
有
し
そ
の
露
の
保
持
の
た
め
に
政
治
権
力
あ
る
い
は
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

論
に
ま
で
不
当
な
影
響
を
加
え
よ
う
と
す
る
、
一
つ
の
ル
ー
ズ
で
流
動
的
で
は
あ
る
が
特
権
的
社
会
集
団
「
金
権
階
級
」
の
出
現
の
背
景
は
、

一
九
世
紀
後
半
に
始
ま
る
産
業
の
組
織
化
、
統
合
、
そ
し
て
独
占
化
に
あ
っ
た
。
ワ
イ
ル
は
、
か
か
る
独
占
は
一
九
世
紀
に
進
行
し
た
経
済
的

浪
費
、
無
秩
序
な
産
業
活
動
に
対
す
る
、
当
然
来
る
べ
き
不
可
避
の
産
業
の
組
織
化
、
再
編
、
社
会
的
統
合
の
過
程
で
あ
っ
た
と
し
た
。
し
か

し
、
そ
う
し
た
統
合
を
あ
の
極
端
な
個
人
主
義
と
い
う
支
配
原
理
の
中
で
行
な
っ
た
た
め
に
、
一
方
に
か
か
る
「
金
権
階
級
」
が
出
現
し
、
他

方
に
所
有
の
格
差
が
拡
大
し
、
ひ
い
て
は
貧
困
の
新
た
な
創
出
と
い
う
、
p
い
わ
ば
民
主
主
義
そ
の
も
の
の
根
底
を
脅
す
脅
威
が
今
日
の
ア
メ
リ

　
　
　
　
　
　
　
⑨

カ
に
結
果
し
て
い
る
。
ワ
イ
ル
は
当
面
す
る
ア
メ
リ
カ
社
会
の
現
状
を
こ
の
よ
う
に
分
析
し
、
そ
の
改
革
の
必
要
を
説
い
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
ワ
イ
ル
の
「
新
民
主
主
義
」
は
、
現
状
と
し
て
は
こ
の
特
権
階
級
で
あ
る
「
金
権
階
級
」
の
廃
絶
を
国
指
し
、
理
念
と
し
て
は
か

っ
て
の
「
個
人
主
義
的
民
主
主
義
」
の
質
的
転
換
を
構
想
す
る
ア
メ
リ
カ
変
革
の
理
念
と
し
て
、
こ
こ
に
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
「
新

民
主
主
義
」
の
意
味
を
「
金
権
階
級
」
に
対
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
対
置
す
る
。
　
「
金
権
階
級
の
支
配
が
最
大
限
の
富
の
獲
得
を
目
指
す
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

あ
る
の
に
対
し
、
新
民
主
主
義
と
は
、
経
済
的
満
足
を
受
け
る
層
を
最
大
限
に
拡
大
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
。
ま
た
「
個
人
主
義
的

民
主
主
義
」
に
対
し
て
は
、
何
よ
り
も
不
可
侵
の
財
産
権
と
い
う
既
成
概
念
、
お
よ
び
消
極
的
な
国
家
権
力
に
思
す
る
認
識
の
転
換
を
迫
っ
た

　
　
　
⑪

の
で
あ
る
。

　
さ
て
以
上
が
、
ワ
イ
ル
の
云
う
「
新
民
主
主
義
し
理
念
の
一
応
の
ロ
ジ
カ
ル
な
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
新
民
主
主
義
」
の
包
括
的
な
評
価

は
ま
た
別
と
し
て
、
そ
の
理
念
と
説
明
に
つ
い
て
す
ぐ
気
付
く
点
を
こ
こ
で
は
若
齢
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
国
家
権
力
の
拡
大
を
積
極
的
に
論

69　（713）



じ
た
彼
の
師
で
あ
る
サ
イ
モ
ン
・
パ
ヅ
タ
ン
の
影
響
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
　
「
金
権
階
級
」
の
説
明
も
、
す
で
に
既
知
の
も
の
で
あ
る
ソ
ー
ス

タ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ヴ
レ
ン
の
有
閑
階
級
理
論
に
負
う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
な
ど
、
当
時
の
書
評
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
少
く
と
も
そ
の
理
念
が

審
っ
て
立
っ
た
歴
史
的
説
明
の
部
分
に
関
す
る
限
り
、
ま
ず
わ
れ
わ
れ
は
、
ワ
イ
ル
を
独
創
的
理
論
家
と
は
や
や
謡
い
難
い
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
彼
が
示
し
た
「
金
権
階
級
」
に
対
す
る
執
拗
な
批
判
は
ど
う
か
。
そ
し
て
ま
た
、
彼
の
云
う
「
新
民
主
主
義
」
理

念
の
著
し
い
社
会
性
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
一
つ
は
こ
の
論
者
が
極
め
て
精
力
的
で
、
か
つ
現
実
的
な
改
革
思
想
家
で
あ
っ
た
こ
と
。
い
ま
一
つ

は
改
革
の
最
終
目
標
に
対
し
彼
が
著
し
く
具
体
的
で
社
会
的
で
あ
っ
た
こ
と
。
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は
わ
れ
わ
れ
は
、
ワ
イ
ル
の
「
新
民
主
主
義
」

理
念
の
真
髄
を
以
上
の
よ
う
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
。
ワ
イ
ル
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
「
新
民
主
主
義
」
と
は
、
富
の
分
配
過
程
の
改

革
に
よ
る
よ
り
多
く
の
人
々
へ
の
よ
り
多
く
の
「
肉
、
ポ
テ
ト
、
学
校
教
育
」
、
そ
し
て
「
過
重
労
働
の
削
減
」
で
あ
り
、
ま
た
よ
り
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

「
娯
楽
、
余
暇
」
、
そ
し
て
「
賢
明
な
支
出
、
さ
ら
に
蝕
健
康
な
労
働
」
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
政
治
的
関
連
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
「
新
民
主
主
義
」
が
、
今
世
紀
初
頭
ア
メ
リ
カ
に
決
し
て
否
定
で
き
な
い
力
を
持
っ
た
社
会
主
義

運
動
と
も
無
縁
な
理
念
で
な
か
っ
た
こ
と
を
、
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
彼
は
「
金
権
階
級
」
の
存
立
基
盤
を
、
一
つ
の
社

会
体
制
あ
る
い
は
権
力
関
係
と
捉
え
る
よ
り
、
そ
れ
を
最
終
的
に
支
え
る
の
は
国
民
的
信
条
と
し
て
の
個
人
主
義
と
、
む
し
ろ
究
極
的
に
は
思

　
　
　
　
　
　
　
⑬

想
の
問
題
と
捉
え
た
。
社
会
関
係
、
と
り
わ
け
権
力
関
係
を
文
化
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
こ
う
し
た
彼
の
視
点
は
、
社
会
主
義
者
の
そ
れ
と

云
う
よ
り
や
は
り
革
新
主
義
者
の
視
点
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
「
新
民
主
主
義
」
が
現
実
的
に
は
「
金
権
階
級
」
の
廃
絶
を
求
め
る
以
上
、

そ
れ
は
単
な
る
文
化
だ
け
の
問
題
で
す
む
は
ず
も
な
か
っ
た
。
　
「
新
民
主
主
義
」
を
貫
く
具
体
的
理
念
の
核
心
は
、
な
か
ん
ず
く
所
得
の
再
分

配
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
財
産
権
の
不
可
侵
性
の
克
服
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
主
張
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
そ
の
も
の
が
先
に
見
た
フ
ォ
ー
シ

ー
の
云
う
よ
う
な
意
味
で
の
思
想
的
変
動
期
に
あ
っ
た
少
く
と
も
今
世
紀
初
頭
に
お
い
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
社
会
主
義
と
の
一
定
の
思

想
的
交
流
を
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
喜
実
ワ
イ
ル
は
、
一
九
〇
〇
年
代
か
ち
当
時
の
社
会
主
義
関
係
の
著
作
を
渉
猟
し
て
い
た
。
社
会
主
義
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
の
個
人
的
交
流
も
極
め
て
深
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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ウォルター・E・ワイル（紀平）

　
切
　

「
新
罠
主
主
義
」
変
革
の
担
い
手
と
そ
の
展
望
の
問
題

　
（

　
ワ
イ
ル
は
む
ろ
ん
、
彼
の
云
う
「
新
民
主
主
義
」
が
そ
の
理
念
に
お
い
て
社
会
主
義
と
深
く
交
錯
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
。
し
か

し
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
　
『
新
し
い
民
主
主
義
』
第
十
工
章
、
　
「
民
主
主
義
と
階
級
戦
争
」
に
お
い
て
、
彼
は
社
会
主
義
に
対
す
る
彼
の
立
場

を
明
確
に
し
た
。
こ
の
社
会
主
義
へ
の
彼
の
認
識
が
、
そ
の
後
の
彼
の
論
旨
に
新
た
な
問
題
を
提
起
し
て
い
く
。

　
第
十
二
章
で
、
社
会
主
義
を
階
級
闘
争
の
論
理
と
し
て
捉
え
る
当
時
の
一
般
的
理
解
を
一
応
踏
襲
し
た
ワ
イ
ル
は
、
ご
く
簡
略
化
す
れ
ば
つ

ぎ
の
二
点
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社
会
主
義
の
存
立
を
否
定
し
た
。
そ
の
一
。
ア
メ
リ
カ
は
階
級
闘
争
を
経
ず
し
て
も
変
革
の
展
望

を
持
つ
と
い
う
現
実
的
な
経
済
的
条
件
の
故
に
。
ワ
イ
ル
は
、
　
「
社
会
的
余
剰
」
（
ω
。
。
三
ω
霞
℃
貯
ω
）
と
呼
ぶ
ア
メ
リ
カ
の
豊
か
さ
が
、
ア
メ
リ

カ
に
は
る
か
に
穏
や
か
で
現
実
的
な
変
革
の
展
望
を
可
能
に
す
る
、
と
言
明
し
た
。
そ
し
て
第
二
の
理
由
。
こ
こ
で
彼
は
最
も
彼
の
固
有
の
立

場
を
明
確
に
し
た
。
彼
は
、
単
な
る
貧
困
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
現
実
的
な
社
会
変
革
の
起
爆
力
で
は
な
く
、
ま
た
貧
困
者
は
変
革
の
担
い
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
は
な
り
え
な
い
と
い
う
論
拠
に
お
い
て
、
社
会
主
義
運
動
、
と
り
わ
け
階
級
闘
争
の
歴
史
的
現
実
性
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
ワ
イ
ル
の
社
会
主
義
批
澗
、
と
く
に
そ
の
第
二
点
が
、
彼
の
「
新
民
主
主
義
」
を
単
な
る
理
念
以
上
の
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
と

定
位
し
だ
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
逆
に
彼
の
「
新
民
主
主
義
」
に
特
定
の
変
革
の
担
い
手
と
変
革
の
あ
り
方
を
設
定
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
か

ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
ワ
イ
ル
は
、
そ
も
そ
も
よ
り
豊
か
で
文
明
的
で
あ
る
将
来
の
民
主
主
義
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
た
め
に
は
、
経
済
的
水

準
、
知
的
水
準
、
政
治
的
水
準
の
そ
れ
ぞ
れ
に
三
つ
の
条
件
が
存
在
す
る
、
と
書
明
し
た
。
彼
は
云
う
。
　
「
民
主
主
義
の
実
現
に
必
要
な
モ
ラ

ル
を
維
持
す
る
に
余
り
に
貧
し
く
、
社
会
的
緬
値
を
知
的
に
理
解
す
る
に
余
り
に
無
気
力
で
狭
量
で
あ
り
」
、
か
つ
革
命
的
で
あ
る
べ
き
「
新

民
主
主
義
」
へ
の
政
治
変
革
を
担
う
に
「
余
り
に
政
治
的
に
無
関
心
で
あ
る
貧
困
者
は
」
、
実
に
そ
の
貧
し
さ
の
故
に
「
新
民
主
主
義
」
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
⑯

変
革
を
担
い
得
な
い
、
と
。
け
だ
し
、
ワ
イ
ル
に
と
っ
て
「
新
民
主
主
義
」
の
担
い
手
に
は
、
以
上
の
三
つ
の
水
準
に
そ
れ
ぞ
れ
適
う
一
定
水

準
以
上
の
人
民
と
し
て
の
、
い
わ
ば
「
市
民
」
（
o
一
戸
N
①
員
）
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
こ
こ
で
は
想
念
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
あ
え
て
云
え
ば
、

そ
う
し
た
ら
市
民
」
の
民
主
主
義
へ
の
努
力
を
い
ま
ア
メ
リ
カ
で
可
能
に
し
て
い
る
の
が
隅
他
な
ら
ぬ
ア
メ
リ
カ
の
豊
か
さ
「
社
会
的
余
剰
」
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⑰

な
の
だ
と
、
彼
ぱ
自
ら
の
「
新
民
主
主
義
」
変
輩
論
を
論
理
化
し
た
の
で
あ
る
。
い
ま
一
度
彼
の
言
葉
を
ひ
け
ば
、
ワ
イ
ル
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

も
云
う
の
で
あ
る
。
今
臼
の
ア
メ
リ
カ
は
、
そ
の
「
金
権
階
級
」
に
も
拘
ら
ず
、
ま
た
そ
こ
に
存
在
す
る
貧
困
が
依
然
深
刻
で
あ
る
に
も
拘
ら

ず
、
彼
ら
の
歴
史
的
努
力
が
可
能
に
し
た
豊
か
さ
の
故
に
、

　
総
隈
的
な
が
ら
も
富
と
知
性
の
広
い
流
布
を
実
現
し
つ
つ
あ
る
．
彼
ら
は
す
で
に
公
式
の
政
治
的
権
利
を
持
っ
て
い
る
。
投
票
権
を
持
ち
、
強
制
や
網
掛
に

　
抵
抗
で
き
る
だ
け
の
資
力
と
知
性
を
持
つ
多
く
の
人
民
大
衆
が
成
長
し
つ
つ
あ
る
。
も
し
彼
ら
が
統
一
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ぼ
、
こ
う
し
た
市
民
大
衆
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
政
府
と
産
業
の
統
制
力
を
獲
得
し
、
多
数
の
願
望
に
そ
っ
て
ア
メ
リ
カ
を
再
建
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
さ
て
以
上
が
、
　
『
新
し
い
民
主
主
義
』
で
ワ
イ
ル
が
展
開
し
た
「
新
民
主
主
義
」
変
革
論
の
一
応
の
概
要
で
あ
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
現
在
ま

で
の
と
こ
ろ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
の
か
。
か
っ
て
ル
ク
テ
ン
バ
ー
グ
は
、
革
新
主
義
者
に
強
い
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ

ム
、
ま
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
傾
向
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
は
以
上
の
論
か
ら
、
ワ
イ
ル
に
も
ま
た
そ
う
し
た
ア
メ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

カ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
程
度
投
影
し
て
い
た
こ
と
を
ま
ず
認
め
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
は
い
ま
一
つ
、
彼
の
場
舎
社
会
主
義
が
彼
の
改
革
論

の
明
確
な
対
置
理
念
と
し
て
、
彼
の
行
論
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
う
し
た
彼
の
論
の
組
み
立
て
方
は
、

単
に
彼
の
政
治
的
立
場
を
示
す
ば
か
り
か
、
政
治
思
想
家
と
し
て
の
彼
の
特
徴
を
も
い
く
つ
か
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。
指
摘
で
き
る
点
を
つ
ぎ
の
二
点
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

　
ま
ず
第
一
点
は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
と
り
あ
え
ず
彼
の
改
革
思
想
が
、
広
範
な
社
会
主
義
運
動
お
よ
び
社
会
主
義
思
想
と
の
接
触
、
あ
る

い
は
さ
ら
に
云
え
ば
摂
取
を
一
つ
の
思
想
的
活
力
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
性
格
は
彼
の
場
合
に
と
く
に
強

く
、
革
新
主
義
思
想
全
体
に
は
か
な
ら
ず
し
も
一
般
化
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
ワ
イ
ル
の
思
想
の
特
徴
と
し
て
は
ま
ず
指
摘
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
第
一
点
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
社
会
主
義
が
、
彼
の
思
想
形
成
過
程
で
い
わ
ば
巧
み
に
否
定
的
素
材
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と

も
、
彼
の
特
質
を
知
る
重
要
な
一
点
で
あ
ろ
う
。
そ
の
顕
著
な
例
が
、
す
で
に
モ
ゥ
リ
ー
も
指
摘
し
た
彼
の
「
産
業
の
社
会
化
」
論
で
あ
っ
た
。

彼
は
、
　
「
金
権
階
級
」
の
廃
絶
を
目
指
す
「
新
民
主
主
義
」
変
革
の
最
大
の
政
治
、
経
済
目
標
と
し
て
、
主
と
し
て
政
治
の
民
主
化
と
よ
り
強
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ウォルター・E。ワイル（紀平）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

力
で
効
率
的
な
連
邦
政
府
活
動
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
る
「
産
業
の
社
会
化
」
を
論
じ
た
が
、
そ
の
「
産
業
の
社
会
化
」
と
は
、
実
は
彼
の
言
に

よ
れ
ば
根
本
的
に
は
以
下
の
ご
と
き
も
の
だ
と
云
う
の
で
あ
る
。

　
民
主
主
義
が
求
め
る
も
の
は
産
業
の
政
府
所
有
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
産
業
の
社
会
化
に
必
要
な
も
の
と
し
て
の
、
あ
る
い
は
政
府
所
有
で
あ
り
、
あ

　
る
い
は
規
制
で
あ
り
、
あ
る
い
は
統
制
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
民
主
主
義
の
目
的
と
は
産
業
の
社
会
化
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
産
業
の
社
会
化
と
は
、
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
イ
ソ
ト
　
オ
ブ
ロ
ヴ
ユ
　

　
わ
れ
の
多
様
な
実
業
活
動
を
社
会
と
い
う
観
点
か
ら
眺
望
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
社
会
化
と
は
一
つ
の
　
観
　
点
　
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
な
産
業
計
画
と
い
う
よ
り
、
全
産
業
政
策
の
活
生
的
理
念
な
の
で
あ
る
。

　
革
新
主
義
期
の
政
治
思
想
家
と
し
て
の
ワ
イ
ル
の
体
系
性
と
は
、
少
な
か
ら
ず
、
彼
が
社
会
主
義
か
ら
摂
取
し
た
諸
プ
ラ
ン
あ
る
い
は
タ
ー

ム
を
、
以
上
の
よ
う
に
極
め
て
巧
み
に
中
産
階
級
的
イ
デ
ア
へ
と
移
し
変
え
た
、
そ
の
統
合
性
な
い
し
は
融
合
性
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
決
し

て
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
指
摘
す
べ
き
第
二
点
は
、
先
に
み
た
彼
の
社
会
主
義
批
判
が
、
こ
の
革
新
主
義
期
の
改
革
的
思
想
家
と
し
て
の
ワ
イ
ル
の
最
も
大
き
い
問
題

関
心
の
一
つ
を
照
射
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
そ
こ
で
社
会
主
義
を
な
か
ん
ず
く
階
級
闘
争
の
論
理
と
し
て
批
判
し
た
が
、
そ
う
し
た
批

判
か
ら
む
し
ろ
逆
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
彼
の
思
想
課
題
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
八
八
○
年
代
な
い
し
は
九
〇

年
代
以
来
、
ア
メ
リ
カ
中
産
階
級
が
抱
え
て
き
た
課
題
の
一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
が
い
ま
や
初
め
て
体
験
し
つ
つ
あ
る
労
資
間
の
厳
し
い
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

立
を
い
か
に
緩
和
し
、
さ
ら
に
階
級
闘
争
を
回
避
す
る
上
で
の
諸
社
会
層
の
統
合
を
い
か
に
生
み
出
す
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
書

で
ワ
イ
ル
が
課
題
と
し
た
の
も
、
ま
さ
に
こ
の
課
題
に
ど
う
答
え
る
か
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
そ
の
回
答
を
、
い
う
な

ら
ば
「
市
罠
」
睦
中
産
階
級
自
身
の
努
力
へ
、
す
な
わ
ち
従
来
の
極
端
な
個
人
主
義
を
克
服
し
て
い
く
中
産
階
級
的
民
主
主
義
の
新
た
な
再
生

に
そ
れ
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
　
「
産
業
の
社
会
化
」
論
で
彼
が
云
う
「
一
つ
の
観
点
」
と
し
て
の
社
会
化
と
は
、
た
し
か
に
七
会
理
論
と
し
て

は
ご
く
暖
昧
で
あ
っ
た
が
、
以
上
の
よ
う
な
彼
の
意
図
を
理
解
す
る
と
き
、
そ
の
主
旨
は
実
は
一
応
了
解
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
　
『
新
し
い
民
主
主
義
』
は
そ
う
し
た
意
味
で
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
中
産
階
級
的
民
主
主
義
の
再
生
を
「
市
民
」
そ
れ
ぞ
れ
の
自
覚
に
求
め
た
政
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治
的
啓
発
の
書
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

①
　
閃
霞
8
ざ
。
特
ミ
こ
℃
■
蕊
．

②
　
ち
な
み
に
『
新
し
い
民
主
主
義
』
　
（
マ
ク
ミ
ラ
ン
社
旗
版
）
は
全
二
〇
章
、
本

　
文
三
五
七
頁
か
ら
な
る
。
そ
の
内
容
は
一
応
論
旨
か
ら
、
①
ま
ず
初
め
に
「
新
属

　
主
主
義
」
（
昌
。
毛
傭
。
ヨ
o
o
鎚
。
嘱
）
の
理
念
に
つ
い
て
、
②
「
新
幽
幽
主
義
」
へ
の

　
変
革
の
握
い
手
と
展
望
、
そ
し
て
③
「
新
民
主
主
義
」
の
具
体
的
な
政
治
的
、
経

　
済
的
、
栓
会
的
諸
昌
標
と
、
三
つ
の
論
点
に
整
理
で
き
る
。
た
だ
し
、
以
下
で
は

　
紙
面
の
関
係
か
ら
、
③
は
①
と
②
の
中
に
組
み
入
れ
て
論
述
し
て
い
き
た
い
。

③
こ
こ
で
筆
者
が
「
特
徴
的
」
と
言
っ
た
の
は
、
あ
る
現
象
あ
る
い
は
理
論
を
理

　
解
す
る
手
段
と
し
て
な
か
ん
ず
く
そ
れ
を
史
的
に
説
き
明
か
そ
う
と
す
る
あ
り
方

　
が
、
広
く
書
え
ば
、
今
世
紀
初
頭
の
進
歩
的
ア
メ
リ
カ
社
会
思
想
に
共
通
し
て
見

　
ら
れ
た
重
要
な
一
特
微
点
で
も
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
モ
！
ト
ン
・
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ス
ト
リ
カ
サ
ロ
コ
か
リ
ハ
ソ
テ
イ
ド

　
ワ
イ
ト
は
そ
の
傾
向
を
「
歴
史
指
向
的
」
と
し
て
特
徴
づ
け
て
い
る
（
鑑
。
ε
ロ

　
≦
謀
♂
ρ
の
。
賦
ミ
§
§
恥
ミ
馬
養
尋
謹
ミ
ミ
％
8
ぎ
尋
s
執
W
』
恥
ミ
浅
馬
ぎ
§
§
駐
ミ
閣

　
目
リ
ミ
讐
℃
●
戸
0
5
。

　
　
な
お
ホ
ワ
イ
ト
の
こ
の
研
究
は
、
　
『
新
し
い
畏
主
主
義
』
が
欝
か
れ
た
当
時
の

　
ア
メ
ジ
カ
社
会
思
想
の
思
想
水
準
と
環
境
を
知
る
上
に
も
極
め
て
示
唆
的
で
あ

　
る
。
と
く
に
彼
は
、
直
接
的
文
脈
で
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
A
・
ビ
ア
ー
ド
の
『
含
衆

　
国
憲
法
の
一
経
済
的
解
釈
撫
　
（
一
九
＝
二
年
）
の
成
立
背
景
と
そ
の
内
容
を
論

　
じ
た
章
で
、
　
『
新
し
い
罠
主
主
義
』
の
公
刊
さ
れ
た
一
九
一
二
年
前
後
の
ア
メ
リ

　
カ
社
会
思
想
の
水
準
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。
コ
九
一
二
年
ま
で

　
に
、
私
が
『
リ
ベ
ラ
ル
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
と
呼
ん
だ
思
想
潮
流
の
概
要
が
形
成

　
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
反
形
式
主
義
的
で
、
展
開
的
で
、
か
つ
歴
史
指
向
的
で
あ

　
つ
た
。
ま
た
そ
れ
は
、
社
会
の
経
済
的
側
颪
に
深
い
関
心
を
示
し
て
い
た
」
　
と

　
（
♂
ミ
層
や
困
O
相
）
。
こ
の
水
準
は
、
　
『
新
し
い
斑
主
童
義
』
を
生
ん
だ
知
的
背
景

　
で
も
あ
っ
た
。

④
　
ノ
〈
建
押
§
馬
〉
標
ミ
b
§
竃
象
、
§
8
や
b
。
ρ

⑤
　
N
窯
3
℃
や
b
。
O
も
田
畑
占
P

⑥
き
ミ
「
℃
℃
噛
ト
ニ
学
b
。
b
。
．

⑦
　
N
ミ
罫
℃
℃
，
b
⇒
ω
ー
ミ
．

⑧
ま
ミ
噛
や
圃
。
。
唱

⑨
き
ミ
ニ
℃
や
①
窄
。
。
8
同
。
。
ゆ
占
α
伊

⑩
き
ミ
曽
置
？
呂
ρ

⑪
N
ミ
3
電
」
ま
占
O
。
。
．

⑫
N
ミ
野
℃
・
届
ρ
な
お
岡
晴
代
の
『
新
し
い
民
主
主
義
』
へ
の
評
価
に
つ
い
て

　
は
、
以
下
の
政
治
学
者
サ
イ
ト
国
・
罫
ω
裏
曲
の
そ
れ
が
、
お
お
む
ね
標
準
的
で

　
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
「
ワ
イ
ル
博
士
の
提
示
し
た
見
解
に
は
こ
と
に
目
新
し
い

　
と
い
う
も
の
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
す
で
に
何
ら
か
の
形
で
以
前
に
提
示

　
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
た
し
か
に
こ
こ
で
い
ま
一
度
提
示
す

　
る
価
値
を
持
っ
た
。
ワ
イ
ル
博
士
は
多
く
の
多
様
な
文
献
に
当
た
り
、
近
年
の
研

　
究
に
つ
い
て
卓
越
し
た
理
解
力
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
分
散
し
た
諸
見
解
に
統
合

　
性
を
与
え
、
そ
れ
ら
を
リ
ア
ル
な
視
野
を
も
っ
て
総
合
す
る
と
い
う
す
ぐ
れ
た
成

　
果
を
こ
こ
で
示
し
た
の
で
あ
る
。
同
書
は
、
ア
メ
リ
カ
県
会
の
将
来
へ
の
薪
た
な

　
論
議
を
刺
激
す
る
と
同
聴
に
、
ま
た
そ
の
社
会
制
度
へ
の
確
信
を
も
啓
発
す
る
書

　
で
あ
る
」
（
ぎ
馬
ミ
噺
ミ
恥
驚
§
題
喝
寒
ミ
馬
ミ
奪
陶
く
。
ド
淡
H
図
、
男
ρ
Q
。
噛
ω
⑦
℃
・

　
お
竃
噛
や
㎝
8
）
。

⑬
§
偽
寒
山
b
§
。
ミ
笥
§
℃
」
鋒

⑭
　
岡
禽
8
ざ
。
》
職
野
や
q
メ
な
お
当
晴
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
社
会
党
の
指
滋
者
ヒ

　
ル
キ
ッ
ト
の
回
想
記
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
三
年
か
ら
第
一
次
大
戦
後
ま
で
ニ
ュ
ー

　
ヨ
ー
ク
市
に
は
、
縫
会
主
義
者
、
大
学
教
師
、
文
学
者
、
革
新
主
義
者
な
ど
か
ら

　
な
る
非
公
式
の
知
的
交
流
の
場
X
ク
ラ
ブ
な
る
も
の
が
存
在
し
た
と
雷
う
。
と
く

74 （718）



　
に
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
大
戦
参
戦
前
ま
で
非
常
に
活
発
な
会
合
を
定
期
的
に
開
い

　
た
と
彼
は
言
う
が
、
そ
の
会
の
常
連
に
は
、
デ
ュ
ー
イ
、
ビ
ア
…
ド
な
ど
と
な
ら

　
ん
で
ワ
イ
ル
も
加
わ
っ
て
い
た
と
言
う
の
で
あ
る
（
ヒ
。
霞
冨
匡
藏
〔
霊
罫
卜
。
o
器

　
富
§
a
穿
。
ミ
箇
節
目
超
ト
欝
、
一
㊤
。
。
倉
》
8
）
。

⑮
§
自
暴
ミ
b
§
。
ミ
禽
§
竈
■
H
刈
。
。
点
。
。
ピ
同
⑩
ド

⑯
き
ミ
層
℃
。
8
S

⑰
　
N
ミ
3
℃
や
お
や
N
O
◎
。
・

⑱
き
ミ
”
や
ト
。
ω
。
。
・

⑲
芝
濠
貯
諺
国
噸
三
惑
露
Φ
菩
⑦
円
σ
Q
噛
．
、
津
。
α
q
『
。
ω
ω
三
ω
讐
ρ
＆
囲
3
娼
⑦
ユ
鑑
ω
ヨ
一

　
観
δ
憎
お
。
σ
q
『
o
・
。
。
。
辱
。
諸
。
く
⑦
旨
。
纂
p
臣
師
｝
ヨ
。
誌
＄
旨
蜀
。
お
一
α
q
削
回
　
℃
o
賦
。
ざ

　
H
G
。
り
G
。
1
お
頴
．
．
”
』
§
題
蹄
鴇
態
馬
§
ミ
随
ミ
無
。
腰
普
ミ
渇
塁
軌
§
層
く
。
押
。
。
P
客
。
，
距

　
諸
寡
髪
ぢ
給
魑
℃
や
α
O
ω
ふ
9
邑

⑳
§
馬
審
建
b
§
8
晩
§
8
唱
■
。
。
δ
ゐ
峯

⑳
　
導
ミ
曽
唱
■
培
P

⑫
　
ち
な
み
に
こ
の
点
で
注
目
す
べ
き
は
、
ワ
イ
ル
が
コ
刀
で
い
わ
ゆ
る
教
義
と
し

　
て
の
社
会
主
義
理
論
を
先
の
よ
う
な
形
で
根
底
的
に
否
定
し
な
が
ら
、
他
方
、
そ

　
れ
と
現
状
の
社
会
主
義
運
動
の
あ
り
方
に
は
今
日
購
〃
確
な
差
異
が
あ
る
と
指
摘
し

　
て
い
る
点
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
彼
は
、
今
日
ア
メ
リ
カ
社
会
党
を
含
め
た

　
各
國
の
社
会
主
義
政
党
が
し
だ
い
に
穏
健
化
し
て
い
る
こ
と
を
歓
迎
し
、
い
ず
れ

　
は
彼
ら
が
そ
の
教
義
と
し
て
の
階
級
闘
争
論
を
放
棄
す
る
こ
と
は
必
然
的
で
あ

　
り
、
そ
れ
は
墾
ま
し
い
こ
と
だ
、
と
い
う
展
望
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ

　
で
は
ワ
イ
ル
が
、
革
新
主
義
運
動
と
社
会
主
義
勢
力
と
が
今
日
的
に
は
一
定
の
連

　
帯
も
可
能
と
捉
え
て
い
る
点
が
興
味
深
い
の
で
あ
る
（
N
驚
3
℃
．
鵠
↓
）
。

⑳
毒
δ
冨
層
。
特
ミ
や
図
。
。
企
電
．
一
多
占
㎝
9
9
法
け
。
筈
禽
冨
。
。
。
ダ
§
馬

　
さ
鑓
渇
恥
ミ
“
ミ
鋳
§
§
鼠
遣
嚇
ミ
慨
ミ
魑
賊
恥
恥
℃
1
遣
q
馬
、
§
馬
竪
軸
鳳
災
、
忠
ミ
ミ
　
蓼
喬

　
砺
8
暁
ミ
母
鳶
曜
δ
①
伊
℃
や
置
圃
文
豪
顧

三
　
労
働
問
題
と
ワ
イ
ル

ウォルター・E・ワイル（紀乎）

　
本
章
で
は
、
　
『
新
し
い
民
主
主
義
』
以
外
の
論
文
を
手
掛
り
と
し
て
、
ワ
イ
ル
の
思
想
活
動
を
さ
ら
に
い
ま
一
歩
立
ち
入
っ
て
考
察
し
て
み

た
い
。
ワ
イ
ル
は
『
新
し
い
民
主
主
義
』
に
お
い
て
「
新
民
主
主
義
」
変
革
論
を
論
じ
た
。
そ
れ
は
文
字
通
り
、
　
「
新
民
主
主
義
」
へ
の
市
民

的
変
革
論
と
も
云
っ
て
よ
い
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
彼
の
市
民
的
変
革
論
が
一
定
の
社
会
的
現
実
性
を
持
つ
に
は
、
お
そ

ら
く
ワ
イ
ル
自
身
が
認
め
た
で
あ
ろ
う
工
つ
の
条
件
が
必
要
で
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
市
民
的
変
革
論
を
越
え
う
る
よ
う
な
階
級
闘
争
が
現
実
に

起
ら
な
い
こ
と
、
い
ま
一
つ
は
、
　
「
市
民
」
が
た
し
か
に
そ
う
し
た
変
革
の
主
体
に
な
り
う
る
と
い
う
条
件
で
あ
っ
た
。
前
者
は
、
一
口
で
云

え
ば
労
働
問
題
に
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
が
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
後
者
は
、
　
「
市
民
」
が
変
革
の
主
体
と

し
て
結
合
し
う
る
結
節
点
を
ど
こ
に
見
い
出
す
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
以
下
で
は
こ
の
二
つ
の
問
題
の
内
、
前
者
に
関
す
る
ワ
イ
ル
の
思
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索
を
検
討
し
た
い
。

　
↓
　
一
九
〇
〇
年
代
の
ワ
イ
ル
と
労
働
問
題

　
（

　
ワ
イ
ル
は
一
八
九
〇
年
代
宋
か
ら
今
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
新
進
の
経
済
学
者
か
ら
時
論
家
へ
と
転
身
し
た
。
こ
の
彼
の
軌
跡
か
ら
、
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
、

思
想
家
と
し
て
の
彼
の
思
想
形
成
は
、
ひ
と
ま
ず
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
と
考
え
て
大
過
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
今
世
紀
に
入
っ
て
し
だ

い
に
政
治
的
開
心
を
深
め
て
い
く
そ
う
し
た
彼
に
、
ご
く
初
期
か
ら
、
労
働
問
題
が
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ず
断
言
し
て
よ

い
事
実
で
あ
っ
た
。

　
一
八
九
八
年
に
お
よ
そ
二
八
万
人
弱
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
A
F
L
加
盟
労
働
老
は
、
六
年
後
の
一
九
〇
四
年
に
は
＝
ハ
七
万
六
千
強
へ
と

　
　
　
②

増
加
し
た
。
一
八
九
三
年
恐
慌
を
よ
う
や
く
克
服
し
た
今
世
紀
初
頭
は
、
ア
メ
リ
カ
労
働
運
動
費
全
体
か
ら
も
特
筆
す
べ
き
労
働
組
合
運
動
の

本
格
的
台
頭
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
未
曽
有
の
労
働
組
合
運
動
の
台
頭
に
直
面
し
て
、
労
資
関
係
が
厳
し
い
対
立
の
様
糊
を
示
し
た

の
も
、
一
八
九
〇
年
代
の
不
況
下
と
は
ま
た
違
っ
た
意
味
で
、
こ
の
時
期
の
い
ま
一
つ
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
と
く
に
労
資
関
係
の
悪
化
は
一
九

〇
二
年
以
降
激
し
か
っ
た
。
労
働
組
合
運
動
の
急
成
長
に
脅
威
を
感
じ
た
実
業
界
の
大
勢
は
、
こ
の
年
か
ら
組
合
の
破
壊
そ
の
も
の
を
最
終
目

標
と
す
る
反
労
働
攻
撃
へ
と
組
織
的
に
傾
い
て
い
っ
た
。
労
働
組
合
と
い
う
社
会
組
織
の
存
続
そ
の
も
の
を
か
け
た
労
資
対
立
が
そ
こ
に
展
開

し
た
。
全
国
製
造
業
者
連
盟
（
N
A
M
）
の
一
九
〇
二
年
以
降
の
重
労
働
攻
撃
が
、
そ
の
ス
戸
山
ガ
ン
に
「
労
働
組
合
か
そ
れ
と
も
ア
メ
リ
カ

ニ
ズ
ム
か
」
を
掲
げ
て
一
種
の
フ
ア
ナ
テ
ィ
ク
な
性
格
さ
え
帯
び
た
こ
と
が
、
時
代
の
労
資
関
係
を
端
的
に
象
徴
し
て
い
た
。
一
九
〇
〇
年
代
、

ひ
と
ま
ず
ワ
イ
ル
の
思
想
形
成
期
に
お
け
る
労
資
関
係
は
、
以
上
の
ご
と
く
、
労
働
栂
桜
運
動
の
本
格
的
台
頭
と
そ
れ
に
反
比
例
す
る
厳
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

労
資
関
係
に
貫
か
れ
て
い
た
。

　
さ
て
や
や
本
題
か
ら
逸
れ
る
が
、
革
新
主
義
者
に
そ
う
し
た
区
分
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
ワ
イ
ル
は
彼
の
行
動
と
思
想
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
、

典
型
的
に
都
市
的
、
し
か
も
北
東
部
大
都
市
タ
イ
プ
の
革
新
主
義
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
生
れ
、
一
九
〇
〇
年
代
の
活
動

の
大
半
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
ワ
イ
ル
、
つ
ま
り
都
市
へ
の
嫌
悪
感
を
持
っ
た
と
云
わ
れ
る
一
部
の
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ウォルター・E・ワイル（紀平）

革
新
主
義
者
と
は
対
照
的
に
、
　
「
都
市
は
わ
れ
わ
れ
の
社
会
組
織
の
核
心
で
あ
る
。
都
帯
こ
そ
教
育
、
娯
楽
、
文
化
、
犯
罪
、
不
満
、
社
会
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

接
触
－
そ
し
て
権
力
の
中
心
地
な
の
だ
」
と
し
た
彼
の
い
わ
ば
都
市
的
世
界
観
は
、
彼
の
思
想
全
体
の
赴
く
方
位
を
知
る
上
に
極
め
て
興
味

　
　
　
　
　
　
　
⑤

あ
る
認
識
で
あ
っ
た
。

　
本
題
に
戻
ろ
う
。
先
に
見
た
こ
の
時
期
の
労
働
運
動
の
台
頭
か
ら
も
、
一
九
〇
〇
年
代
主
と
し
て
一
　
ユ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
動
し
た
改
革
的
時
論

家
に
と
っ
て
、
労
働
問
題
が
移
民
問
題
と
並
ん
で
避
け
が
た
い
最
大
関
心
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
亨
お
よ
そ
多
言
を
要
さ
な
か
っ
た
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

九
〇
〇
年
代
、
ワ
イ
ル
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
活
動
の
中
心
の
一
つ
は
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
に
あ
っ
た
。
同
市
最
大
の

ス
ラ
ム
地
域
で
あ
り
、
か
つ
衣
服
産
業
労
働
老
の
労
働
運
動
が
活
発
で
あ
っ
た
マ
ソ
バ
ヅ
タ
ン
薫
陶
ア
1
・
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
、
ユ
ダ
ヤ
人
街

の
一
角
に
あ
っ
た
同
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
は
、
こ
の
時
期
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
革
新
主
義
活
動
家
が
移
民
問
題
あ
る
い
は
労
働
闇
題
と
直
接
的

に
係
り
合
う
最
も
生
々
し
い
現
場
の
一
つ
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
当
時
の
多
く
の
若
い
知
識
人
が
、
そ
う
し
た
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
で
の
体
験
か
ら

現
実
社
会
の
リ
ア
ル
な
側
面
に
触
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
よ
う
に
、
ワ
イ
ル
も
ま
た
こ
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
で
の
活
動
等
を
通
じ
て
、
一
九
〇
〇
年

代
し
ば
し
ば
悲
惨
で
あ
る
現
実
の
労
働
者
の
労
働
状
況
あ
る
い
は
生
活
実
態
に
ふ
れ
、
さ
ら
に
は
労
働
争
議
に
生
で
ふ
れ
あ
う
機
会
を
持
っ
た

　
　
　
⑦

の
で
あ
る
。

　
な
お
一
九
〇
二
年
、
ワ
イ
ル
は
こ
の
年
の
五
月
か
ら
北
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
を
中
心
に
展
開
し
た
統
一
鉱
山
労
働
者
（
U
M
W
）
ス
ト
に
、
『
ア

ウ
ト
ル
ッ
ク
』
誌
の
臨
時
特
派
員
と
し
て
派
遺
さ
れ
、
ス
ト
の
実
情
を
見
た
。
約
五
万
入
と
い
う
大
規
模
な
参
加
労
働
者
数
と
、
五
ケ
月
に
及

ぶ
長
期
化
の
た
め
に
、
結
果
的
に
労
働
組
合
そ
の
も
の
の
存
立
を
社
会
的
に
問
う
こ
と
と
な
っ
た
こ
の
ス
ト
は
、
当
時
の
若
い
改
革
的
知
識
人

に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
た
が
、
ワ
イ
ル
も
ま
た
こ
の
ス
ト
に
強
い
問
題
関
心
を
惹
起
さ
れ
た
（
こ
の
ス
ト
へ
の
彼
の
論
評
は
第
二
節
で
ふ

れ
た
い
）
。
あ
る
い
は
フ
ォ
ー
シ
ー
は
、
こ
の
ス
ト
と
の
出
会
い
が
、
今
世
紀
初
頭
の
彼
に
単
に
労
働
問
題
ば
か
り
か
、
広
く
政
治
問
題
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

明
確
な
関
心
を
惹
起
す
る
決
定
的
な
転
機
で
あ
っ
た
と
さ
え
云
う
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
一
九
〇
〇
年
代
の
ワ
イ
ル
の
活
動
は
、
彼
と
労
働
問
題
と
の
係
り
合
い
に
つ
い
て
少
く
と
も
つ
ぎ
の
点
を
示
唆
す
る
。
す
な
わ
ち
、
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以
下
第
二
節
で
検
討
す
る
彼
の
労
働
問
題
へ
の
理
解
は
、
決
し
て
単
な
る
理
論
的
関
心
に
の
み
よ
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
、
で
あ
る
。

一
九
〇
〇
年
代
、
彼
の
論
説
に
、
他
に
比
し
て
著
し
く
労
働
問
題
へ
の
論
述
が
多
か
っ
た
事
実
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
の
第
二
節
で
は
、
そ
う
し
た
彼
の
論
説
を
手
掛
り
と
し
て
、
彼
の
労
働
問
題
へ
の
理
解
を
い
く
ぶ
ん
詳
細
に
検
討
し
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

　
⇒
労
働
問
題
へ
の
ワ
イ
ル
の
考
察

　
（

　
初
め
に
問
題
を
鮮
明
に
し
て
お
き
た
い
。
も
と
よ
り
革
新
主
義
的
改
革
者
で
あ
っ
た
ワ
イ
ル
に
と
っ
て
、
厳
し
い
労
資
関
係
は
回
避
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
外
題
は
そ
れ
を
い
か
に
回
避
す
る
か
で
あ
っ
た
。
実
は
一
思
想
家
と
し
て
の
ワ
イ
ル
の
全
体
像
を
捉
え
る
た
め
に

は
、
い
ま
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
が
『
新
し
い
民
主
主
義
』
で
訴
え
た
、
単
な
る
個
人
主
義
の
克
服
と
し
て
の
「
市
民
」
1
1
中
産
階
級
民
主
主
義
の

再
生
に
の
み
、
そ
の
回
避
を
頼
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
、
是
非
と
も
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
彼
の
問
題
意
識
を
ご
く
初
期
的
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
注
目
し
て
よ
い
一
か
日
、
　
「
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
労
働
問
題
」
（
一
九
〇
三
年
）
で
あ

っ
た
。
一
九
〇
一
年
の
メ
キ
シ
コ
現
地
調
査
を
基
に
、
現
状
の
メ
キ
シ
コ
労
働
者
の
貧
し
さ
、
労
働
条
件
の
悪
さ
を
論
じ
た
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
論
文
は
、
そ
の
デ
ー
タ
ー
の
豊
富
さ
と
分
析
の
明
快
さ
に
お
い
て
、
経
済
学
者
と
し
て
の
彼
の
資
質
を
伺
わ
せ
る
に
十
分
で
あ
っ
た
が
、

い
ま
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
う
し
た
現
状
分
析
を
済
ま
せ
た
後
で
彼
が
最
後
に
論
じ
た
、
メ
キ
シ
コ
の
労
働
状
況
を
い
か
に
西
欧
の
水
準

へ
と
高
め
う
る
か
と
い
う
問
題
へ
の
彼
の
提
言
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
の
発
展
が
近
い
う
ち
に
は
困
難
だ
が
、
決
し
て
将
来
不
可
能
で
は
な
い
と

し
、
三
つ
の
必
要
な
手
段
を
示
唆
し
た
。
最
初
の
二
つ
は
、
メ
キ
シ
コ
の
近
代
化
と
産
業
発
展
を
促
す
「
平
和
と
強
い
知
的
な
政
府
の
指
導
」

で
あ
っ
た
。
し
か
し
い
ま
一
つ
彼
が
指
摘
し
た
の
は
、
自
ら
の
状
況
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
労
働
者
自
身
の
強
い
自
覚
、
云
う
な
ら
ば
「
独
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

し
た
知
的
な
労
働
者
階
級
の
成
長
」
だ
と
彼
は
論
じ
た
の
で
あ
る
。
自
ら
の
地
位
を
高
め
よ
う
と
す
る
労
働
者
の
「
階
級
」
意
識
の
成
長
、
い

ま
一
歩
進
ん
で
、
独
立
的
で
知
的
な
労
働
者
階
級
に
よ
る
労
働
運
動
の
前
進
。
ワ
イ
ル
は
労
働
問
題
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
一
九
〇
〇
年
代

の
ご
く
初
期
か
ら
、
こ
の
二
つ
を
、
近
代
的
産
業
社
会
の
基
本
構
造
の
一
部
と
認
め
、
む
し
ろ
そ
の
不
可
欠
の
一
部
と
捉
え
て
い
た
こ
と
を
こ

の
論
文
は
示
峻
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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ウォルター・E・ワイル（紀平）

　
メ
キ
シ
コ
と
異
な
り
ワ
イ
ル
に
と
っ
て
ア
メ
リ
カ
は
、
も
と
よ
り
近
代
的
産
業
社
会
へ
と
す
で
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
世
界
で
あ
っ
た
。
だ
と

す
れ
ば
、
　
「
独
立
的
で
知
的
な
労
働
者
階
級
の
成
長
」
が
今
臼
の
ア
メ
リ
カ
に
顕
在
化
す
る
の
は
む
ろ
ん
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
五

年
、
A
F
L
会
長
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ゴ
ン
パ
ー
ズ
へ
の
彼
の
一
論
説
は
、
そ
う
し
た
近
代
的
産
業
社
会
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
当
然
の
「
独
立
的
で

知
的
な
労
働
者
階
級
の
成
長
」
と
し
て
、
彼
が
こ
の
時
期
に
急
成
長
し
て
い
た
A
F
L
を
極
め
て
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の

中
で
彼
は
、
A
F
L
の
将
来
の
一
層
の
拡
大
が
労
資
関
係
を
安
定
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
労
働
者
の
労
働
状
況
お
よ
び
彼
ら
の
政
治
的
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

位
の
向
上
に
不
可
欠
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
年
代
、
こ
う
し
た
ワ
イ
ル
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
当
面
す
る
労
資
関
係
の
緊
張
は
明
ら

か
に
資
本
の
責
任
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
九
〇
二
年
、
先
の
U
M
W
ス
ト
を
評
し
た
一
文
に
お
い
て
、
ス
ト
の
原
因
を
労
働
組
合
の
暴
力
性
、
ま

た
全
国
的
労
働
組
合
の
不
当
な
要
求
に
帰
す
る
会
社
側
の
主
張
を
厳
し
く
批
判
し
、
ひ
る
が
え
っ
て
会
社
側
が
労
働
組
合
を
認
め
な
い
こ
と
、

と
く
に
全
国
的
労
働
組
合
の
今
日
的
産
業
機
溝
に
お
け
る
不
可
欠
の
機
能
と
存
在
を
認
め
な
い
こ
と
に
こ
の
ス
ト
の
原
因
が
あ
る
、
と
断
言
し

　
　
　
　
⑪

た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
彼
の
論
説
か
ら
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
一
九
〇
〇
年
代
、
典
型
的
な
都
布
的
タ
イ
プ
の
革
新
主
義
知
識
人
で
あ
っ
た
ワ
イ
ル
の
労
働

問
題
へ
の
考
察
を
、
ひ
と
ま
ず
つ
ぎ
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
ば
し
ば
両
者
の
改
革
要
求
が
重
複
し
て
い
な
が
ら
、

北
東
部
漢
字
に
お
け
る
革
新
主
義
運
動
と
A
F
L
を
中
心
と
す
る
労
働
団
体
と
の
関
係
が
ス
ム
ー
ズ
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
従
来
の
研

究
が
明
ら
か
に
し
た
事
実
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
論
じ
た
イ
エ
p
ビ
ッ
ツ
の
研
究
は
、
そ
の
硬
直
し
た
、
冷
や
か
で
さ
え
あ
っ
た
両
者

の
相
互
関
係
の
理
由
を
、
主
に
箪
新
主
義
者
に
内
在
し
て
い
た
中
産
階
級
的
バ
イ
ア
ス
か
ら
説
明
し
た
。
い
わ
ゆ
る
社
会
的
革
新
主
義
老
は
、

な
に
よ
り
「
公
共
利
益
」
と
い
う
没
階
級
的
概
念
か
ら
労
働
者
の
状
況
改
善
を
論
じ
た
の
で
あ
り
、
労
働
者
を
一
つ
の
自
立
し
た
階
級
と
し
て

認
め
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
労
働
者
組
織
の
独
自
性
を
認
め
る
こ
と
に
は
、
彼
ら
は
明
ら
か
に
消
極
的
で
時
に
否
定
的
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の

　
　
⑫

で
あ
る
。
こ
の
従
来
の
研
究
を
一
応
の
座
標
軸
と
し
た
時
、
私
は
先
に
み
た
ワ
イ
ル
の
労
働
問
題
へ
の
考
察
が
当
時
の
革
新
主
義
者
と
し
て
は

か
な
り
に
異
例
で
あ
っ
た
こ
と
を
ま
ず
認
め
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
ワ
イ
ル
の
主
張
も
実
は
彼
な
り
の
中
産
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階
級
的
改
革
理
念
を
逸
脱
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
と
も
あ
れ
彼
は
、
近
代
的
産
業
社
会
の
独
立
し
た
一
社
埋
蔵
と
し
て
労
働
者
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

「
階
級
」
な
る
存
在
を
認
め
、
彼
ら
の
社
会
運
動
が
主
体
的
で
自
立
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
承
認
し
た
。
し
か
も
労
働
者
「
階
級
」
の
主
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
0

的
組
織
行
動
が
、
新
た
な
産
業
社
会
に
不
可
欠
の
構
成
要
素
と
も
彼
は
捉
え
た
。
　
九
〇
〇
年
代
の
革
新
主
義
者
が
到
達
し
た
水
準
と
し
て
は
、

そ
の
認
識
が
か
な
り
に
高
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ず
疑
念
を
入
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
こ
う
し
た
彼
の
認
識
も
一
九
〇
五
年
以
降
は
、
ご
く
客
観
的
な
意
味
で
一
つ
の
政
治
的
立
場
を
投
影
し
た
こ
と
は
、
ま
た
事
実
と

し
て
付
言
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
年
、
周
知
の
ご
と
く
I
W
W
の
結
成
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
労
働
運
動
の
水
脈
は
二
つ
に
分
枝
し
た
。

先
に
見
た
一
九
〇
五
年
の
論
文
で
ワ
イ
ル
は
一
方
面
A
F
L
を
評
価
し
た
が
、
他
方
、
そ
の
現
状
の
欠
陥
を
も
君
過
し
な
か
っ
た
。
彼
は
、
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

日
な
お
A
F
L
に
不
完
全
で
あ
る
不
熟
練
労
働
者
の
組
織
化
に
A
F
L
が
よ
り
積
極
的
で
あ
る
べ
き
だ
と
如
意
し
て
い
た
。
し
か
し
だ
か
ら
と

云
っ
て
彼
は
、
I
W
W
を
決
し
て
歓
迎
し
は
し
な
か
っ
た
。
一
九
一
二
年
、
彼
は
㍑
i
レ
ン
ス
・
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
の
評
論
的
一
文
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

厳
し
く
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
イ
ウ
ッ
ド
の
思
想
を
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
と
し
て
斥
け
た
。
主
流
に
云
え
ば
ワ
イ
ル
に
と
っ
て
の
望
ま
し
い
「
独
立
的

で
知
的
な
労
働
者
階
級
」
の
運
動
と
は
、
ま
た
他
面
、
社
会
変
化
を
展
望
す
る
に
決
し
て
独
断
的
で
は
な
い
、
い
わ
ば
変
化
の
「
調
整
」
的
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ロ
セ
ス
を
認
め
る
、
あ
く
ま
で
対
他
的
な
「
階
級
」
運
動
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
以
上
が
、
若
干
の
論
説
か
ら
読
み
と
る
こ
と
の
で
き
る
ワ
イ
ル
の
労
働
問
題
に
対
す
る
思
索
の
内
容
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
う
し
た

彼
の
思
索
は
、
さ
ら
に
い
ま
一
歩
立
ち
入
っ
て
、
彼
の
改
革
思
想
全
体
と
い
う
視
野
か
ら
見
た
と
き
い
か
に
位
畳
付
け
得
る
の
か
。
な
か
ん
ず

く
そ
れ
は
、
　
『
新
し
い
民
主
主
義
』
で
階
級
闘
争
を
否
定
し
市
民
的
変
革
論
を
論
じ
た
彼
の
政
治
思
想
と
、
い
か
な
る
有
機
的
、
思
想
連
関
を

持
っ
た
の
か
。
労
働
問
題
と
い
う
課
題
の
も
つ
そ
も
そ
も
の
性
格
か
ら
も
、
ワ
イ
ル
の
政
治
思
想
全
体
を
整
理
す
る
た
め
に
は
わ
れ
わ
れ
は
是

非
そ
の
思
想
連
関
を
、
最
後
に
論
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
ワ
イ
ル
は
後
年
、
彼
が
社
会
党
に
接
近
し
た
と
云
わ
れ
る
死
の
直
前
の
未
公
刊
論
文
に
お
い
て
、
　
「
労
働
間
題
」
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
義
し

て
い
た
。
　
「
労
働
問
題
が
今
日
労
働
問
題
で
あ
る
所
以
は
、
何
よ
り
も
今
日
賃
金
労
働
者
が
経
済
的
、
政
治
的
、
知
的
水
準
に
お
い
て
上
昇
し
、



ウォルター・E・ワイル（紀平）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

彼
ら
の
地
位
と
将
来
の
改
善
を
強
く
願
い
始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
、
と
。
こ
の
一
文
は
、
お
そ
ら
く
彼
の
生
涯
の
改
革
思
想
と
労

働
問
題
へ
の
考
察
を
り
…
ド
し
た
最
も
中
心
な
問
題
認
識
で
は
な
か
っ
た
か
。
　
ひ
と
ま
ず
そ
れ
は
、
彼
が
結
局
の
と
こ
ろ
『
新
し
い
民
主
主

義
』
で
語
っ
た
、
　
一
定
の
経
済
的
、
知
的
、
政
治
的
水
準
に
満
た
な
い
貧
困
者
か
ら
は
真
の
社
会
不
満
は
生
れ
な
い
し
、
そ
の
意
味
で
の
階
級

闘
争
も
存
在
し
得
な
い
と
い
う
信
念
を
生
涯
棄
て
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。
し
か
し
ひ
る
が
え
っ
て
云
え
ば
、
労
働
者
が
も
し
自
ら

の
地
位
の
改
善
を
真
に
し
か
も
切
実
に
願
い
始
め
た
と
し
た
ら
、
そ
の
抑
綱
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
も
し
そ
れ
を
不
当
に
抑
え
る
時

に
は
、
実
は
階
級
闘
争
も
決
し
て
非
現
実
的
で
は
な
い
と
彼
が
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
、
そ
れ
は
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。

　
問
題
を
い
ま
一
歩
煮
詰
め
て
み
よ
う
。
ワ
イ
ル
は
ま
さ
に
革
新
主
義
者
と
し
て
階
級
闘
争
を
願
は
な
か
っ
た
。
労
働
運
動
の
主
体
性
を
認
め

よ
う
と
す
る
彼
の
改
革
思
想
の
一
面
は
、
明
ら
か
に
階
級
闘
争
の
防
止
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
は
先
の
「
労
働
問
題
」
に

関
す
る
彼
の
一
文
か
ら
わ
れ
わ
れ
が
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
彼
の
場
合
、
労
働
運
動
を
認
め
る
こ
と
は
単
に
階
級
闘
争
を
避
け
る
が

た
め
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
そ
う
し
た
労
働
者
の
要
求
と
自
ら
の
地
位
の
改
善
の
努
力
が
他
な
ら
ぬ
近
代
的
産
業
社
会
に
お

い
て
は
、
自
ら
の
地
位
の
改
善
を
目
指
す
真
に
「
市
民
」
の
努
力
で
も
あ
る
が
故
に
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
労
働
問
題
」
に
つ
い
て
彼
は
こ
う
も
そ
の
論
文
で
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ス
　
リ
ナ
ソ
ス
イ
ニ
　
シ
コ
ン

　
労
働
闇
題
は
階
級
的
相
克
と
い
う
種
類
の
問
題
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
個
人
を
意
味
あ
る
も
の
に
す
る
と
い
う
種
類
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は

　
賃
金
労
働
者
に
主
と
し
て
彼
ら
自
身
の
努
力
を
通
じ
て
、
人
生
、
健
康
、
余
暇
、
娯
楽
、
独
立
の
た
め
の
諸
条
件
を
確
保
す
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
は
全
共
同
体
に
文
現
の
諸
基
礎
を
確
保
す
る
と
い
う
諜
題
に
類
似
し
た
問
題
な
の
で
あ
る
。

　
い
ま
筆
者
は
、
ワ
イ
ル
の
改
革
思
想
に
お
い
て
、
彼
の
市
民
的
変
革
論
と
労
働
運
動
へ
の
積
極
的
肯
定
が
い
か
に
思
想
的
に
連
関
し
て
い
た

か
に
つ
い
て
、
　
一
応
の
整
理
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
　
一
口
で
云
え
ば
そ
れ
は
、
労
働
運
動
の
前
進
が
彼
の
云
う
市
民
的
変
革
過
程

の
一
部
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
現
代
文
明
と
し
て
の
都
市
的
産
業
祉
会
と
そ
こ
で
の
労
働
運
動
の
不
可
避
性
と

い
う
極
め
て
リ
ア
ル
な
時
代
展
望
の
中
で
、
労
働
運
動
を
彼
の
市
民
的
変
革
論
の
枠
内
に
い
わ
ば
新
た
な
「
市
民
」
的
社
会
運
動
の
重
要
な
一
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形
態
と
し
て
、
そ
の
運
動
の
独
立
性
を
前
提
と
し
て
、
広
義
に
組
み
入
れ
包
摂
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
ワ
イ
ル
は
、
や
は
り
生
涯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
市
民
的
変
革
論
者
で
こ
そ
あ
っ
た
と
も
云
う
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
だ
と
す
れ
ば
わ
れ
わ
れ
は
ワ
イ
ル
と
い
う
思
想
家
を
結
論
的
に
は
、
や
は
り
市
民
的
変
革
論
老
と
し
て
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
も
し
そ
う
し
た
視
点
に
い
ま
一
度
立
ち
帰
る
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
の
よ
う
な
彼
の
市
民
的
変
革
論
が
当
時

の
状
況
で
は
、
実
は
現
実
的
に
は
極
あ
て
曖
昧
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
矛
盾
に
近
い
変
革
論
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
も
、
つ
ぎ
で
は

是
非
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

①
　
男
。
樽
8
ざ
。
特
ミ
‘
℃
や
漣
1
①
⊆
旨
■

②
ミ
恥
ミ
ら
ミ
9
ミ
ミ
§
ミ
へ
浮
馬
9
ミ
ミ
．
い
ミ
題
％
9
、
。
ミ
ミ
§
、
N
馬
ミ
竃
嵩
’

　
一
り
密
噂
や
㊤
刈
■

③
　
o
α
舘
二
巴
国
国
三
白
。
噛
§
恥
沁
偽
落
。
蕊
倒
影
悩
ミ
議
ミ
ミ
一
章
ミ
噛
寓
象
－
億
ミ
℃

　
お
⊆
。
メ
娼
や
Φ
？
①
ご
聞
。
ぴ
ぐ
a
喜
一
幽
．
1
＜
ざ
σ
ρ
窪
迄
ミ
象
鳩
ミ
茜
§
ミ
肉
さ
曳
ミ
㌧
」

　
硫
ミ
鳶
母
馬
ぎ
、
き
恥
§
無
竃
§
§
ミ
ミ
リ
お
舞
℃
℃
噛
翁
O
凱
謡
・

④
　
ノ
く
註
9
同
劉
乏
。
二
団
》
ミ
鵠
轟
職
詩
ミ
恥
§
蕊
。
簿
ミ
鍵
偽
δ
貧
一
以
下
§
蓋
賊

　
需
ミ
詩
ミ
恥
と
略
す
一
δ
b
。
押
や
鉾
ζ
η
．
な
お
こ
の
書
は
、
ワ
イ
ル
の
死
後
彼
の

　
友
人
が
、
ワ
イ
ル
の
既
刊
お
よ
び
未
公
刊
の
論
文
を
集
め
て
繊
版
し
た
論
文
集
で

　
あ
る
。
こ
こ
に
は
．
．
目
器
α
涛
銭
8
巴
ω
．
．
の
他
十
一
篇
の
論
文
が
収
録
さ
れ
て

　
い
る
。
本
文
で
の
引
用
は
そ
の
内
の
最
後
の
、
．
8
審
Ω
霧
プ
鼠
夢
。
胃
器
8
．
、

　
か
ら
で
あ
る
。

⑤
　
輩
新
憲
義
運
動
が
都
市
中
産
階
級
の
運
動
で
あ
り
な
が
ら
、
意
識
的
、
心
湾
的

　
に
は
農
村
的
、
福
音
書
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
伝
統
を
引
き
継
い
だ
も
の

　
で
あ
っ
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
革
新
主
義
者
の
多
く
に
、
と
く
に
移
罠
で
充
満
す

　
る
都
市
社
会
へ
の
不
安
感
あ
る
い
は
危
機
感
が
強
く
存
在
し
て
い
た
と
い
う
見
方

　
は
、
ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
の
『
改
革
の
時
代
』
以
来
革
新
主
義
に
対
す
る
も
は
や

　
定
着
し
た
理
解
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
点
で
は
ワ
イ
ル

　
は
、
明
ら
か
に
そ
う
し
た
都
市
へ
の
不
安
感
を
抱
い
た
革
新
主
義
者
と
は
異
な
る

　
心
情
の
持
主
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
本
文
の
引
用
か
ら
も
明
瞭
で
あ
っ
た
。

⑥
は
じ
め
に
の
注
①
参
照
。

⑦
　
と
げ
口
男
望
ピ
く
ジ
憩
貸
§
惑
§
勢
豊
岡
、
肉
書
ミ
ミ
§
馬
的
。
職
ミ
留
ミ
恥
ミ
§
騎

　
§
載
き
偽
、
き
偽
羨
亀
裂
』
誉
q
ミ
ミ
ミ
巳
謎
8
農
ミ
へ
噛
H
り
⑦
メ
℃
や
塾
。
㊤
乙
押
。
。
9
一
8

　
む
8
■

⑧
　
頃
。
ま
。
ざ
。
》
ミ
；
℃
℃
■
O
軒
O
ρ

⑨
乏
巴
8
h
ノ
＜
。
二
．
．
禁
お
痒
き
。
門
u
。
溶
琴
鉱
。
＝
一
＝
ヒ
。
乙
8
”
．
’
」
隔
ミ
ミ
軌
ミ

　
馬
ぎ
臥
ミ
ミ
詩
§
榊
延
ミ
§
ミ
随
魚
℃
o
ミ
蹄
ミ
§
蕊
の
。
無
ミ
的
竃
§
融
恥
、
＜
o
洲
×
×
押

　
窯
o
L
辱
｝
嘗
「
ぢ
8
讐
唱
唱
．
露
一
8
。

⑩
ノ
く
聾
賃
ノ
〈
㊦
二
．
、
ω
ヨ
き
9
Ω
o
琶
聴
声
閃
ゆ
勺
門
。
ω
窪
露
鉱
く
。
鼠
〉
ヨ
窪
。
欝
＝

　
無
き
。
胃
、
、
、
8
書
き
こ
ミ
賊
ミ
詫
さ
ミ
｝
ミ
謁
ミ
隠
鎚
蔓
勘
き
帯
禁
’
く
〇
一
．
×
×
×
押

　
ズ
ρ
想
』
差
．
δ
8
辱
℃
や
ホ
ー
ミ
．

⑪
≦
巴
8
触
譲
。
二
、
、
隷
属
。
U
凶
ω
。
弓
ぎ
。
9
＆
q
三
〇
三
雛
ヨ
．
、
、
9
ミ
8
む
し
三
団

　
一
P
お
O
N
唱
℃
．
お
・
γ
認
メ

⑫
囲
≧
㌶
く
塾
9
二
げ
N
層
ト
き
。
ヤ
§
ミ
蕃
㌧
、
£
§
§
馬
』
§
【
、
§
§
乱
§
≧
尊

　
《
o
蕃
9
ミ
♪
窮
ミ
農
ミ
黛
同
㊤
①
μ
霞
）
●
濫
占
S

⑬
ノ
ノ
δ
覧
㌧
．
、
ω
塁
蜀
巴
O
o
ヨ
℃
。
訴
．
．
辱
や
ミ
．
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⑧
～
ぎ
謬
＄
づ
δ
覧
”
、
．
§
拓
Q
α
践
ぎ
箕
い
ヨ
謹
Φ
轡
μ
8
、
．
▼
9
ミ
8
画
切
。
げ
・
H
ρ

　
お
お
「
や
ω
＝
．

⑮
き
ミ
も
圏
ω
＝
…
！
＜
巴
庁
。
⊃
〈
。
二
．
、
冒
含
ω
葺
鋤
〉
℃
。
ω
貯
聲
．
、
層
賓
§
尋
妻
匡

　
ミ
費
ツ
雰
《
b
ρ
ρ
δ
一
①
噛
℃
℃
．
鍵
ム
⊆
n
．

⑱
§
§
叙
物
鼠
爵
ミ
卸
や
b
。
N
§
越
糺
需
ミ
貯
誉
に
、
．
醤
お
○
巳
蜜
月
門
三
《

　
男
。
〈
o
ぎ
焦
9
護
蔓
Ω
霧
ω
．
．
と
い
う
表
題
で
掲
載
さ
れ
た
こ
の
論
文
は
、
塞
文
で

　
も
記
し
た
と
お
り
当
初
穿
公
刊
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
そ
れ
は
、
ワ
イ
ル
に
と

　
っ
て
結
局
絶
筆
と
な
っ
た
未
完
成
の
新
し
い
著
慰
の
へ
序
に
あ
た
る
部
分
で
あ
っ

　
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
§
§
融
融
ミ
爵
ミ
恥
の
編
集
者
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
経

　
緯
か
ら
し
て
、
こ
の
序
が
お
そ
ら
く
ワ
イ
ル
が
晩
年
問
題
と
し
て
い
た
最
後
の
論

　
点
を
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
言
う
の
で
あ
る
。

⑰
　
N
ミ
罫
や
さ
。
り
昌

⑱
以
上
こ
れ
ま
で
ワ
イ
ル
の
労
働
運
動
へ
の
視
点
を
分
析
す
る
際
、
箪
者
は
な
か

ん
ず
く
彼
が
労
鋤
組
合
の
独
立
性
、
あ
る
い
は
任
意
性
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
し

ば
し
ば
強
調
し
て
き
た
。
こ
の
点
を
、
あ
え
て
最
後
に
い
ま
一
度
確
認
し
て
お
き

た
い
。
と
い
う
の
も
、
輩
新
島
義
者
の
中
で
労
働
運
動
の
．
疑
団
性
を
認
め
た
人
々

は
決
し
て
多
数
で
は
な
か
っ
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
中
で
も
、
労
働
運
動
の
任
意

性
、
独
立
性
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
～
摺
少
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
労
働
運
動
の
野
島
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
の
任
意
性
と
独
立
性
を
認
め
る

こ
と
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
思
想
の
典
型
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
隅
．
ア
メ
リ
カ
．
祉

会
の
輝
か
し
い
来
来
』
で
の
ク
ロ
ー
り
一
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。

彼
は
同
欝
で
近
代
的
産
業
社
会
で
の
労
働
組
合
の
必
要
性
を
認
め
つ
つ
、
同
蒔
に

そ
の
「
法
律
的
認
可
扁
に
よ
る
使
込
の
部
分
的
規
制
を
も
主
張
し
て
い
た
の
で
あ

る
（
置
費
9
洋
9
0
一
ざ
『
ぎ
℃
噛
、
§
職
題
駄
匡
ミ
ミ
跨
ミ
い
ト
替
噛
一
8
ρ
潤
や

U
暮
ε
p
＆
叢
。
¢
一
8
ω
，
℃
℃
’
ω
○
。
？
ω
8
）
。

四
　
市
民
的
結
禽
へ
の
道

ウォルター・E・ワイル（紀平）

　
本
章
が
論
じ
よ
う
と
す
る
問
題
の
背
景
は
す
で
は
前
章
の
末
尾
で
若
干
示
唆
し
た
。
一
九
〇
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
労

働
運
動
の
不
可
避
性
と
自
立
性
を
認
め
、
そ
れ
へ
の
積
極
的
支
援
を
論
じ
た
ワ
イ
ル
の
立
場
は
、
こ
の
時
期
の
革
新
主
義
者
と
し
て
は
＝
側
た

し
か
に
卓
越
し
て
い
た
。
し
か
し
他
方
で
、
そ
う
し
た
労
働
運
動
を
も
含
め
て
実
に
多
様
な
階
層
を
「
市
民
」
と
し
、
自
ら
の
変
革
論
の
中
に

組
み
入
れ
よ
う
と
し
た
ワ
イ
ル
の
理
論
構
成
は
、
実
は
彼
の
改
革
思
想
を
結
局
の
と
こ
ろ
論
理
的
に
も
現
実
的
に
も
極
め
て
暖
昧
な
も
の
に
し

て
は
い
な
か
っ
た
か
。
何
よ
り
彼
の
云
う
「
市
民
」
と
は
、
何
か
の
一
定
の
改
革
運
動
に
真
に
結
合
し
う
る
よ
う
な
歴
史
約
実
態
た
り
え
た
の

か
。
以
上
が
本
章
で
の
筆
者
の
基
本
的
な
問
題
意
識
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
ワ
イ
ル
は
、
や
は
り
生
涯
、
市
民
的
変
革
論
老
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
故
に
、
市
民
的
変
革
の
具
体
的
プ
ロ
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セ
ス
の
問
題
、
換
言
す
れ
ば
前
章
の
冒
頭
で
も
筆
者
が
示
唆
し
た
、
　
「
市
斑
」
が
た
し
か
に
変
革
の
主
体
と
し
て
結
合
し
う
る
よ
う
な
結
節
点

を
ど
こ
に
重
い
出
す
か
と
い
う
問
題
が
、
彼
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
思
想
課
題
と
し
て
な
お
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
下
本
章
で
は
、
ワ

イ
ル
の
改
革
思
想
の
中
で
も
最
も
重
要
で
、
し
か
も
曖
昧
で
あ
っ
た
そ
う
し
た
彼
の
市
演
算
結
合
論
を
取
り
上
げ
、
そ
の
分
析
を
通
じ
て
彼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

改
革
思
想
を
い
ま
少
し
包
括
的
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
中
に
位
置
付
け
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

　
　

　
一
　
産
業
社
会
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
多
様
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
（

　
ワ
イ
ル
が
「
新
誌
主
主
義
」
変
革
へ
の
原
動
力
を
変
革
へ
の
市
斑
の
自
覚
と
、
そ
の
自
覚
を
支
え
と
し
た
改
革
へ
の
空
惚
的
多
数
の
形
成
と

考
え
た
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
云
う
ま
で
も
な
い
彼
の
改
革
思
想
の
根
幹
的
な
論
点
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
彼
が
云
う
「
市
民
」
と
は
、
い
ま
一

度
確
認
す
れ
ば
極
め
て
広
範
な
複
数
の
社
会
集
団
を
包
摂
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
最
も
大
雑
把
な
分
類
に
よ
る
、
主
な
社
会
層
だ
け
で
も
ワ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ル
は
、
小
企
業
重
層
、
専
門
的
職
業
人
、
労
働
者
層
さ
ら
に
農
民
と
四
つ
に
区
分
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
広
範
な
「
市
民
」
の
間
に
一

定
の
改
革
へ
の
共
通
点
と
、
統
合
へ
の
結
節
点
を
意
い
出
す
こ
と
は
、
お
よ
そ
ワ
イ
ル
自
身
に
と
っ
て
も
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

以
下
し
ば
ら
く
、
彼
自
身
の
時
代
認
識
の
中
で
こ
の
問
題
の
輪
郭
を
追
っ
て
み
た
い
。

　
第
二
章
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
ワ
イ
ル
は
そ
も
そ
も
将
来
の
民
主
主
義
の
担
い
手
た
る
「
市
民
」
で
あ
る
た
め
に
は
あ
る
条
件
、
つ
ま
り
一

定
の
経
済
的
、
政
治
的
、
さ
ら
に
知
的
水
準
が
存
在
す
る
と
し
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
三
つ
の
水
準
の
中
で
も
、
彼
の
云
う
市
罠
的
変
革
が
な
か

ん
ず
く
「
市
民
」
の
「
任
意
」
で
自
発
的
な
支
持
に
よ
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
そ
の
最
後
の
知
的
水
準
は
と
く
に
重
要
な
条
件
で
あ

　
③つ

た
。
ち
な
み
に
彼
は
そ
の
知
的
条
件
に
つ
い
て
、
い
ま
少
し
厳
密
に
は
つ
ぎ
の
六
点
を
挙
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
①
単
な
る
ジ
ン
ゴ
イ
ズ
ム

の
粗
野
な
行
動
を
制
御
で
き
る
幾
分
か
の
社
会
意
識
。
②
あ
る
程
度
の
集
合
意
識
。
③
公
的
発
展
の
重
要
性
に
対
す
る
幾
分
か
の
認
識
。
④
統

一
行
動
の
必
要
性
に
対
す
る
若
干
の
認
識
。
⑤
指
導
者
へ
の
一
定
の
信
頼
。
⑥
よ
り
大
き
な
臨
画
を
よ
り
小
さ
い
即
時
的
な
目
標
か
ら
区
分
し

　
　
　
④

う
る
能
力
。

　
こ
の
六
点
は
、
あ
る
意
味
で
今
世
紀
初
頭
の
進
歩
的
ア
メ
リ
カ
知
識
人
が
、
い
わ
ゆ
る
「
市
民
」
と
し
て
い
か
な
る
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
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ウォルター・E・ワイル（紀平）

い
た
か
を
知
る
上
で
、
お
お
い
に
興
味
深
い
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
「
市
民
」
は
、
と
く
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
実
は
こ
こ
で
の
問
題
は
、
か
か
る
知
的
条
件
が
一
九
一
〇
年
代
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
社
会
に
ご
く
一
般
的
な
水
準
と

し
て
現
実
に
存
在
し
て
い
た
か
否
か
で
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
ワ
イ
ル
は
そ
の
条
件
が
当
面
の
ア
メ
リ
カ
に
十
分
存
在
し
て
い
る
と
は
認
め
な
か
っ

た
。
さ
ら
に
云
え
ば
、
そ
う
し
た
「
市
民
」
が
、
と
く
に
複
雑
な
人
種
的
角
逐
を
含
む
多
民
族
的
移
民
社
会
ア
メ
リ
カ
に
、
自
然
発
生
的
に
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

じ
て
く
る
と
も
考
え
て
は
い
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
自
ら
が
そ
れ
を
意
識
的
に
作
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
た
。
す
な
わ
ち
ワ
イ
ル
の
「
新
民
主
主
義
」
変
革
論
と
は
、
具
体
的
に
は
経
済
の
乱
離
的
再
編
（
彼
が
云
う
産
業
の
社
会
化
）
そ
の
た

め
の
政
治
権
力
の
強
化
を
指
向
し
、
な
か
ん
ず
く
そ
の
た
め
に
政
治
過
程
に
お
い
て
、
改
革
に
向
け
た
市
民
的
多
数
の
形
成
を
展
望
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
あ
っ
た
が
、
実
は
そ
の
背
景
に
は
さ
ら
に
右
の
よ
う
な
意
味
で
、
教
育
に
よ
る
市
民
の
社
会
的
育
成
と
、
そ
れ
を
補
助
す
る
当
面
の
課
題
と

　
　
　
　
　
　
　
⑦

し
て
は
移
民
の
制
限
が
不
可
欠
の
必
要
条
件
と
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ワ
イ
ル
は
民
主
主
義
に
お
け
る
教
育
の
不
可
欠
性
を
論
じ
る
点

で
周
知
の
デ
ュ
ー
イ
の
教
育
論
に
近
か
っ
た
が
、
さ
ら
に
云
え
ば
彼
の
場
合
、
そ
れ
が
移
民
の
制
限
論
と
も
密
接
に
閣
平
し
て
い
る
こ
と
が
こ

こ
で
は
興
味
深
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
も
と
よ
り
閲
題
は
そ
れ
の
み
で
は
終
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
た
と
え
そ
う
し
た
帯
民
の
創
造
が
教
育
に
よ
っ
て
個
々
に
は
可
能

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
実
に
彼
ら
を
一
定
の
政
治
運
動
あ
る
い
は
祉
会
運
動
へ
と
結
集
し
う
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
、
よ
り
具
体

的
な
何
か
の
争
点
、
い
う
な
ら
ば
結
節
点
が
必
要
で
あ
っ
た
。
け
だ
し
こ
の
問
題
こ
そ
彼
の
市
民
的
変
革
論
の
核
心
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
の

ワ
イ
ル
は
や
は
り
彼
の
改
革
論
の
中
で
も
最
も
苦
慮
し
て
い
る
よ
う
に
筆
者
に
は
思
え
る
の
で
あ
る
。

　
と
り
あ
え
ず
彼
は
、
急
速
に
工
業
化
が
進
み
専
門
化
と
と
も
に
多
様
化
が
進
む
参
詣
の
ア
メ
リ
カ
社
会
は
、
明
白
に
二
つ
の
対
抗
グ
ル
ー
プ

に
分
け
る
に
は
余
り
に
複
雑
だ
と
需
明
し
た
。
　
い
ま
少
し
立
ち
入
っ
て
云
え
ば
、
　
ワ
イ
ル
が
見
る
当
面
の
ア
メ
リ
カ
社
会
と
は
、
　
一
方
で
の

「
金
権
階
級
」
の
生
起
に
も
拘
ら
ず
、
他
方
で
は
種
々
の
社
会
層
が
あ
る
い
は
職
業
ま
た
所
得
の
差
違
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
異
な
る
人
種
、
異

な
る
宗
教
な
ど
で
一
層
こ
ま
か
く
細
分
化
し
、
し
か
も
そ
れ
ら
が
各
々
の
経
済
利
害
の
交
錯
の
中
で
非
常
に
複
雑
に
多
面
的
に
接
触
し
て
い
る
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ご
く
多
様
な
産
業
社
会
で
あ
り
、
彼
は
そ
れ
ら
を
単
純
に
二
つ
の
対
立
的
集
団
、
あ
る
い
は
明
快
に
改
革
的
あ
る
い
は
非
改
革
的
と
区
分
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

こ
と
は
お
よ
そ
不
可
能
だ
と
し
た
の
で
あ
る
。
逆
に
云
え
ば
ワ
イ
ル
は
、
彼
の
云
う
市
畏
的
変
革
の
た
め
に
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
非
常
に
複
雑

に
各
々
の
利
害
が
衝
突
す
る
多
様
な
市
民
層
そ
の
も
の
を
糾
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
云
う
の
で
あ
る
。
単
に
複
数
で
あ
る
ば
か
り
か
、

現
実
に
利
害
の
衝
突
す
る
こ
う
し
た
各
市
民
層
を
ど
の
よ
う
に
統
合
し
う
る
の
か
。
け
だ
し
苦
慮
の
中
で
の
ワ
イ
ル
の
圓
答
が
、
以
下
第
二
節

で
紹
介
す
る
、
彼
が
云
う
市
罠
的
結
合
へ
の
二
つ
の
結
節
点
で
あ
っ
た
。

　
　

　
二
　
二
つ
の
酷
節
点

　
（

　
『
新
し
い
民
主
主
義
』
に
お
い
て
ワ
イ
ル
は
、
　
「
新
民
主
主
義
」
変
革
の
た
め
に
は
ま
ず
な
に
よ
り
も
、
　
「
金
権
階
級
」
そ
の
も
の
へ
の
批

判
が
、
や
は
り
変
革
行
動
の
起
爆
力
と
し
て
不
可
欠
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
い
う
な
ら
ば
ど
の
よ
う
な
動
機
で
あ
れ
、
と
も
あ
れ
「
金
権
階
級
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

批
判
、
そ
れ
が
ワ
イ
ル
の
云
う
市
民
的
結
合
へ
の
ま
ず
第
一
の
結
節
点
で
あ
っ
た
。
し
か
し
他
面
、
彼
は
現
状
の
「
金
権
階
級
」
批
判
を
、
一

つ
の
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
有
効
で
あ
っ
て
も
、
実
は
改
革
運
動
と
し
て
は
そ
の
発
展
性
に
疑
問
が
多
い
と
捉
え
た
。
彼
の
観
察
に
よ
れ

ば
、
　
「
金
権
階
級
」
に
対
す
る
批
判
は
今
日
た
し
か
に
拡
大
し
つ
つ
は
あ
る
が
、
そ
の
主
な
個
人
的
動
機
は
経
済
的
に
比
較
的
恵
ま
れ
た
層
が

持
つ
、
彼
ら
以
上
の
當
に
対
す
る
心
理
的
不
満
、
と
く
に
嫉
妬
と
い
う
よ
う
な
感
覚
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
社
会
階
層
的
に
は
、
個
人
主

義
的
で
か
つ
企
業
的
な
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
層
が
な
か
ん
ず
く
閉
鎖
さ
れ
つ
つ
あ
る
機
会
へ
の
不
満
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
「
金
権
階
級
」

批
判
の
主
流
を
今
日
占
め
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
不
満
は
、
　
二
つ
の
攻
撃
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
刺
激
と
し
て
は
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

で
あ
る
が
、
建
設
的
な
計
爾
に
不
可
欠
の
広
範
な
基
礎
に
は
な
り
え
な
い
」
。
そ
れ
が
彼
の
観
察
の
ひ
と
ま
ず
の
結
論
で
あ
っ
た
。

　
ワ
イ
ル
が
、
市
民
の
広
範
な
変
革
運
動
へ
の
最
も
菊
力
で
建
設
的
な
政
治
的
結
節
点
と
し
て
『
新
し
い
取
運
主
義
』
で
取
り
上
げ
た
の
が
、

他
な
ら
ぬ
「
消
費
者
と
し
て
の
大
衆
」
と
い
う
論
点
で
あ
っ
た
。
彼
は
云
う
。
　
「
今
日
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
金
権
階
級
に
敵
対
す
る
多
数
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

形
成
さ
れ
う
る
統
一
的
な
経
済
的
力
は
」
、
な
に
よ
り
「
寓
の
消
費
者
と
し
て
市
民
が
持
つ
共
通
の
利
害
で
あ
る
」
と
。
し
か
し
こ
の
消
費
者

と
し
て
の
イ
ン
タ
レ
ス
ト
も
、
は
た
し
て
ワ
イ
ル
に
お
い
て
さ
え
ど
れ
ほ
ど
に
効
果
的
な
市
民
的
結
節
点
で
あ
り
え
た
の
か
。
以
下
第
三
節
で
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ウォルター・E・ワイル（紀平）

も
詳
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
消
費
者
と
し
て
の
大
衆
と
い
う
観
点
こ
そ
、
お
そ
ら
く
改
革
老
と
し
て
の
ワ
イ
ル
の
歴
史
的
地
位
を
確
定
し
た
最

も
重
要
な
論
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
以
下
で
は
わ
れ
わ
れ
は
、
実
は
そ
の
観
点
に
ワ
イ
ル
自
身
が
か
な
ら
ず
し
も
確
信
を
抱
き
き
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
、
ま
ず
は
確
認
し
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
ワ
イ
ル
は
、
今
日
「
市
昆
」
が
お
の
お
の
消
費
者
的
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
社
会
的
密
の
共
同
的
な
受
益
者
と
で
も
い
う
べ
き
立

場
を
自
覚
し
て
い
く
こ
と
が
1
喪
い
換
え
れ
ば
そ
れ
故
に
、
社
会
的
富
の
不
当
な
専
有
者
で
あ
る
「
金
権
階
級
」
に
対
し
て
共
通
に
敵
対
的

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
よ
り
社
会
的
な
民
主
主
義
へ
と
向
か
う
市
民
的
政
治
結
合
の
最
大
の
結
節
点
だ
と
し
た
が
、
そ
れ
は
ひ
る
が
え
れ
ば
、

今
日
ア
メ
リ
カ
市
民
が
な
か
ん
ず
く
生
産
老
意
識
、
あ
る
い
は
企
業
家
的
個
人
主
義
を
棄
て
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
は
た
し
て
先
に
も
述
べ
た
当
面
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
金
権
階
級
」
批
判
の
原
動
力
が
、
他
な
ら
ぬ
個
人
主
義
的
で
企
業
的
ア
メ

リ
カ
を
代
表
す
る
層
だ
と
す
れ
ば
、
彼
ら
が
か
か
る
生
産
者
と
い
う
立
場
を
棄
て
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
こ
と
は
、
お
よ
そ
ワ
イ
ル
自
身
が
最

も
よ
く
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
「
消
費
者
と
し
て
の
大
衆
」
と
い
う
こ
の
結
節
点
は
、
実
は
ワ
イ
ル
に
と
っ
て
も
こ
の
段
階

で
は
、
現
実
に
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
強
力
な
新
し
い
政
治
的
争
点
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
ご
く
論
理
的
な
結
節
点
で
し
が
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
少
く
と
も
ワ
イ
ル
は
、
　
「
多
様
な
グ
ル
ー
プ
か
ら
構
成
さ
れ
る
そ
う
し
た
多
数
は
、
明
白
な
階
級
利
益
を
持
っ
た
単
一
の
同
質
的
な
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

級
よ
り
も
、
そ
の
行
動
に
お
い
て
よ
り
間
接
的
で
、
妥
協
的
で
、
懐
柔
的
で
、
展
開
的
で
あ
ら
ざ
る
を
得
な
い
」
と
も
云
う
の
で
あ
る
。

　
以
下
で
み
る
よ
う
に
、
た
し
か
に
ワ
イ
ル
の
『
新
し
い
畏
主
主
義
』
に
お
け
る
全
体
的
結
論
は
概
し
て
楽
観
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

そ
も
こ
の
よ
う
な
広
範
な
甫
民
の
中
に
一
定
の
共
通
性
と
社
会
的
統
合
点
を
あ
え
て
博
い
出
そ
う
と
す
る
限
り
、
こ
の
時
期
の
ワ
イ
ル
に
と
っ

て
そ
う
し
た
楽
観
的
展
望
は
本
来
不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ワ
イ
ル
は
他
方
で
、
そ
の
結
合
が
現
実
に
は
決
し
て
容
易
で
な
い
こ
と

を
、
い
ま
少
し
具
体
的
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
認
め
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
彼
が
労
働
運
動
と
中
産
階
級
と
の
閥
に
深
い
社
会
的
亀
裂
が
あ
る
と

認
め
て
い
る
こ
と
が
、
今
世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
社
会
の
状
況
を
知
る
上
に
も
と
く
に
注
貝
を
引
く
の
で
あ
る
。

　
こ
め
結
合
は
決
し
て
利
益
の
完
全
な
統
一
で
は
な
い
。
…
…
中
産
階
級
は
ト
ラ
ス
ト
と
同
様
に
労
働
組
合
に
強
く
反
発
し
て
い
る
。
ま
た
専
門
的
職
業
者

87　（731）



　
は
、
農
民
が
小
麦
の
高
価
格
や
農
業
労
働
者
の
低
賃
金
を
望
む
と
同
じ
よ
う
に
強
く
、
従
順
で
安
廉
な
女
中
を
望
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
統
合
の
要
素
が
金
権
階
級
へ
の
共
通
の
敵
対
性
と
、
社
会
的
余
剃
へ
の
共
通
の
利
益
の
中
に
見
い
出
さ
れ
る
以
上
、
そ
の
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
ル
ー
プ
内
の
対
立
す
る
諸
利
害
を
漸
次
的
に
妥
協
さ
せ
、
共
通
の
敵
に
対
し
て
統
一
の
戦
線
を
獲
得
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　
蜀
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社
会
的
統
合

　
（

　
さ
て
以
上
が
、
ワ
イ
ル
の
改
革
思
想
に
お
け
る
、
　
「
新
民
主
主
義
」
変
革
の
た
め
の
い
わ
ゆ
る
市
民
的
結
合
論
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
本
章
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
っ
て
最
後
に
、
一
九
世
紀
末
以
来
の
ア
メ
リ
カ
の
社
会
的
統
合
と
い
う
問
題
を
考
え

て
み
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ワ
イ
ル
の
市
民
的
結
合
論
は
以
上
見
て
来
た
よ
う
に
そ
れ
な
り
に
曖
昧
な
側
面
を
持
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら

ず
筆
者
は
、
少
く
と
も
そ
の
論
の
持
つ
史
的
意
義
は
、
こ
の
問
題
を
考
え
た
時
、
決
し
て
小
さ
く
な
か
っ
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
煩
珀
を
い
と
わ
ず
い
ま
一
度
繰
り
返
し
て
み
た
い
。
一
九
世
紀
末
以
来
今
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
中
産
階
級
の
最
大
の
課
題
の
一

つ
は
、
急
速
な
経
済
、
社
会
構
造
の
変
化
の
中
で
い
か
な
る
形
で
彼
ら
な
り
の
新
た
な
社
会
的
統
合
の
契
機
を
、
ア
メ
リ
カ
に
提
起
し
て
い
く

か
に
あ
っ
た
。
労
働
運
動
の
台
頭
の
中
で
の
し
だ
い
に
顕
在
化
し
て
い
く
ア
メ
リ
カ
社
会
の
階
級
的
亀
裂
、
ま
た
移
罠
の
大
量
流
入
に
よ
る
民

族
的
多
様
性
の
拡
大
、
さ
ら
に
は
一
八
九
〇
年
代
の
激
し
い
農
民
運
動
の
展
開
。
こ
れ
ら
が
と
く
に
今
世
紀
に
入
っ
て
、
極
め
て
自
意
識
の
強

い
中
産
階
級
で
あ
っ
た
彼
ら
に
、
と
も
あ
れ
何
ら
か
の
意
識
的
な
手
段
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
統
合
を
目
指
す
べ
き
必
要
性
を
認
識
さ
せ
て
い
っ

た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
脈
絡
の
中
に
、
す
で
に
一
九
世
紀
後
半
か
ら
起
っ
て
く
る
幾
つ
か
の
社
会
運
動
、
例
え
ば
一
方
で
は
移
民
綱
限
運
動
、

他
方
で
は
、
都
市
霧
里
並
に
入
っ
て
の
種
々
の
奉
仕
活
動
あ
る
い
は
教
育
活
動
と
し
て
の
、
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
な
ど
の
展
開
を
位
置
付
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
問
題
は
さ
ら
に
つ
ぎ
の
点
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
右
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
運
動
は
、
た
し
か
に
一
定
の
社
会
的
統
合
を
目
指
し

て
は
い
た
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
そ
れ
ら
は
、
外
か
ら
流
入
す
る
移
民
を
い
か
に
処
理
す
る
か
と
い
う
意
味
で
の
提
案
か
、
あ
る
い
は
活
動
で
あ

り
、
多
様
化
し
て
い
く
大
衆
そ
の
も
の
の
中
に
、
よ
り
広
範
な
内
的
統
合
を
生
み
出
す
種
類
の
統
合
論
と
は
決
し
て
云
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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ひ
る
が
え
れ
ば
、
今
世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
の
改
革
的
思
想
潮
流
は
、
そ
の
思
想
的
成
長
過
程
噛
お
い
て
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
内
的
統
合
論
を

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
思
想
的
脈
絡
の
中
に
ワ
イ
ル
の
一
九
一
二
年
の
『
新
し
い
民
主
主
義
』
を
位
置
付
け
る
と
し
た
ら
、
彼
の

思
想
と
、
と
く
に
彼
の
市
民
的
結
合
論
は
、
実
は
極
め
て
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ド
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
豊
か
な
ア
メ
リ
カ
の
富

の
共
同
的
受
益
者
で
あ
ろ
う
と
い
う
、
彼
が
こ
こ
で
提
起
し
た
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
消
費
者
と
し
て
の
市
民
的
結
合
と
い
う
主
張
は
、

少
く
と
も
理
念
的
に
は
ほ
と
ん
ど
の
市
民
を
内
的
に
結
合
さ
せ
う
る
に
た
り
、
し
か
も
確
実
に
改
革
運
動
と
も
関
連
し
た
と
い
う
意
味
で
、
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
統
合
論
よ
り
は
る
か
に
包
括
的
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
こ
れ
以
上
の
統
合
論
は
、
や
や
性
格
の
異
な
る

ク
ロ
ー
り
一
の
主
張
を
除
け
ば
、
革
新
主
義
思
想
に
結
局
提
起
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
け
だ
し
、
　
『
新
し
い
民
主
主
義
』
に
お
い
て
ワ
イ
ル
が
展
開
し
た
改
革
思
想
の
中
で
も
最
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
っ
た
の
は
、
や
は
り
こ
の
消

費
者
と
い
う
イ
ン
タ
レ
ス
ト
を
彼
の
市
民
的
結
合
論
の
、
い
わ
ば
内
発
的
な
結
合
の
中
心
環
に
位
置
付
け
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
筆
者
は
結
論
し

た
い
。
そ
れ
は
な
か
ん
ず
く
、
革
新
主
義
思
想
が
皇
民
的
結
合
の
た
め
に
提
起
し
た
理
念
と
し
て
、
上
か
ら
意
識
的
に
統
合
を
指
導
す
べ
き
と

い
う
ク
ロ
ー
リ
ー
の
指
導
者
論
と
対
照
的
に
、
任
意
の
、
し
か
も
下
か
ら
の
市
民
的
結
合
を
め
ざ
す
理
念
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
有
力
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

主
張
で
あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
重
要
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
い
ま
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
ワ
イ
ル
の
市
民
的
結
合
論
に
た
と
え
理
念
的
に
は
一
定
の
論
理
性
を
認
め
て
も
、
そ

の
実
際
性
に
は
大
き
な
疑
問
を
や
は
り
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
け
だ
し
ワ
イ
ル
の
改
革
思
想
の
最
大
の
問
題
点
も
実
は
そ
こ
に
帰
着

す
る
。
と
も
あ
れ
一
九
〇
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
代
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
の
改
革
運
動
に
消
費
者
イ
ン
タ
レ
ス
ト
が
争
点
と
な
っ
た
具
体

的
ケ
…
ス
が
ど
れ
ほ
ど
あ
っ
た
の
か
。
い
わ
ん
や
彼
自
身
が
認
め
た
よ
う
に
、
消
費
者
イ
ン
タ
レ
ス
ト
の
み
で
は
容
易
に
越
え
得
な
い
中
産
階

級
と
労
働
運
動
と
の
現
実
的
対
立
は
、
ど
の
よ
う
に
埋
め
得
る
の
か
。
も
し
埋
め
得
な
い
と
す
れ
ば
、
ワ
イ
ル
の
改
革
論
は
そ
れ
自
体
が
矛
盾

と
な
り
か
ね
な
い
。
す
で
に
第
二
節
の
検
討
で
も
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ワ
イ
ル
自
身
が
そ
れ
に
一
定
の
不
安
を
抱
い
て
い
た
こ
と
も
、
ま

た
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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①
　
本
章
・
の
史
料
に
は
再
び
『
新
し
い
畏
主
主
義
』
を
主
に
使
っ
て
い
ぎ
た
い
。

②
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ミ
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唱
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．
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馬
§
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℃
9
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G
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卜
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①
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⑨
　
♂
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℃
℃
．
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⑩
き
ミ
噛
篭
・
漣
令
鱒
お
’

⑰
　
き
ミ
ぬ
）
や
漣
㊤
1
舘
ρ

⑫
ワ
イ
ル
は
、
今
日
「
金
権
階
級
」
に
対
亡
し
う
る
と
彼
が
君
う
消
費
者
と
い
う

　
大
衆
的
イ
ン
タ
レ
ス
ト
を
、
い
ま
少
し
一
般
的
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
の

　
で
あ
る
。
　
「
ト
ラ
ス
ト
が
纐
絡
を
引
き
上
げ
た
り
、
纐
侮
あ
る
欝
権
や
公
有
地
を

　
．
取
得
し
た
り
、
税
の
擾
遇
を
受
け
た
り
、
致
府
か
ら
補
身
金
を
獲
得
し
た
り
、
賃

　
金
を
引
き
下
げ
た
り
、
工
場
法
の
成
立
を
阻
止
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
い
わ

　
ば
一
般
的
共
起
体
か
ら
〔
本
来
社
会
的
に
分
配
さ
れ
る
べ
き
〕
社
会
的
余
剰
の
一

　
部
を
彼
ら
が
不
当
に
取
得
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
衆
は
そ
の
た
め
に

　
よ
り
高
い
価
格
を
支
払
い
、
特
権
や
土
地
を
失
い
、
さ
ら
に
よ
り
高
い
税
を
支
払

　
い
、
ま
た
低
賃
金
に
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
問

　
題
に
人
民
は
明
白
な
利
害
を
持
っ
て
い
る
。
大
衆
は
賃
金
取
得
者
と
し
て
、
サ
ラ

　
リ
i
取
得
者
と
し
て
、
ま
た
納
税
者
と
し
て
、
そ
し
て
消
費
者
と
し
て
の
彼
ら
の

　
地
位
を
損
傷
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
N
黛
3
や
ひ
つ
鳶
）
。

⑬
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⑭
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⑮
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⑯
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o
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の
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爵
日
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鼠
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吊
p
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σ
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〆
、
．
噛
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ミ
隷
ミ
ミ
鳳
ぎ

　
ミ
砺
§
、
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ミ
，
ミ
ミ
勲
く
。
ド
H
8
累
ρ
ρ
H
O
♂
層
唱
や
ω
α
㌣
c
。
鰹
噺

⑲
　
ワ
イ
ル
の
こ
の
消
費
者
論
の
提
唱
は
、
お
そ
ら
く
～
九
～
二
年
以
後
の
革
新
主

　
義
者
の
幾
つ
か
の
著
作
に
も
か
な
り
の
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
代
表

　
的
例
が
、
こ
の
二
年
後
の
一
九
　
四
年
に
リ
ッ
プ
マ
ン
が
出
版
し
た
『
漂
泊
と
勝

　
利
』
で
あ
ろ
う
（
ぞ
巳
8
弓
い
ぢ
唱
ヨ
書
籍
b
瞳
款
、
§
ミ
》
§
軌
、
ミ
威
、
お
奔
℃
℃
．

　
ζ
。
騨
♂
）
。

⑳
革
新
主
義
期
に
～
つ
の
運
動
と
し
て
消
費
者
と
い
う
理
念
を
掲
げ
た
組
織
が
結

　
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
。
と
く
に
そ
れ
は
ニ
ュ
…
ヨ
…
ク
で

　
最
も
活
発
で
あ
っ
た
。
他
な
ら
ぬ
「
消
費
者
連
盟
」
（
o
。
塗
暮
。
話
、
謬
お
霧
・
・
）

　
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
「
消
費
者
翼
廊
」
の
活
動
が
、
そ
れ
を
身
近
に
見
て
い

　
た
ワ
イ
ル
の
消
費
者
論
の
着
想
に
慧
疋
の
影
響
を
与
え
た
と
考
え
る
こ
と
は
ご
く

　
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
団
体
は
ワ
イ
ル
が
期
待
す
る
ほ
ど
広
範
な
大
衆
的

　
団
体
で
は
な
か
っ
た
し
、
い
わ
ん
や
そ
れ
が
全
園
的
な
規
模
で
の
改
革
運
動
の
中

　
核
に
な
る
と
い
う
見
込
み
は
当
面
全
く
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ま
た
明
瞭
な
事
実
で

　
あ
っ
た
。
　
「
消
費
者
連
盟
」
の
財
政
的
基
盤
は
、
主
に
北
東
部
都
市
の
豊
裕
な
女

　
性
篤
憲
家
で
あ
っ
た
（
く
〇
一
δ
’
〈
謬
N
一
〇
特
ミ
こ
や
勺
H
）
。
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む
す
び
に
か
え
て

　
以
上
筆
者
は
、
　
『
新
し
い
民
主
主
義
』
の
分
析
を
中
心
と
し
て
、
と
く
に
一
九
〇
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
の
ワ
イ
ル
の

改
革
思
想
を
、
で
き
る
だ
け
包
括
的
に
理
解
す
る
よ
う
努
め
て
き
た
。
一
九
一
〇
年
代
前
半
で
ひ
と
ま
ず
小
結
を
設
け
た
の
は
、
政
治
思
想
家

と
し
て
の
ワ
イ
ル
が
、
と
も
あ
れ
こ
の
時
期
に
は
一
応
の
思
想
的
確
立
を
み
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
も
は
や
そ
の
内
容
を
い
ま
一
度
要
約

す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。

　
あ
る
意
味
で
こ
の
時
期
の
ワ
イ
ル
は
、
実
に
典
型
的
な
革
新
主
義
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
何
よ
り
そ
こ
で
の
彼
が
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
前
途

に
最
後
的
に
は
ご
く
希
望
的
な
変
革
と
、
進
歩
の
展
望
を
抱
い
た
と
云
う
意
味
に
お
い
て
。
た
し
か
に
彼
は
、
彼
の
変
革
論
の
核
心
で
あ
っ
た

市
民
的
結
合
論
に
、
す
で
に
本
論
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
幾
分
か
の
不
安
を
抱
い
て
い
た
。
ワ
イ
ル
の
一
つ
の
特
質
は
、
一
口
に
革
新
主
義
運

動
あ
る
い
は
時
代
と
云
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
極
め
て
多
様
な
未
定
形
の
運
動
と
利
害
が
複
雑
に
偉
跡
し
て
い
た
こ
と
を
、
同
時
代
人
と
し
て
彼

が
極
め
て
リ
ア
ル
に
観
察
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
ζ
も
拘
ら
ず
、
最
後
的
に
は
彼
の
結
論
は
ご
く
希
望
的
で
あ
っ
た
。
部
分

的
な
疑
念
か
ら
結
論
的
に
は
ご
く
楽
観
的
な
変
革
へ
の
展
望
へ
、
そ
の
過
程
を
結
ん
だ
の
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
も
は
や
論
理
や
現
実
で
な
く
、

い
わ
ば
彼
の
信
念
で
あ
り
原
則
で
あ
っ
た
。
彼
自
身
の
言
葉
を
使
え
ば
、
　
「
民
主
主
義
へ
の
道
は
、
行
動
に
お
い
て
は
妥
協
的
で
あ
っ
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

原
則
に
お
い
て
は
非
妥
協
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
…
…
そ
れ
は
常
に
そ
の
一
般
的
な
国
里
を
視
野
に
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
、
と

い
う
意
味
で
の
ま
さ
に
信
念
で
あ
り
、
原
則
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
彼
の
確
信
的
社
会
変
革
へ
の
展
望
の
中
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
変
革
の
前
途

に
極
め
て
強
固
な
影
藤
を
抱
い
た
今
世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
知
識
人
階
層
の
、
特
異
に
行
動
的
で
積
極
的
で
あ
っ
た
時
代
劇
神
を
強
く
感
じ
る

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
彼
の
信
念
と
原
則
は
、
そ
れ
ら
が
ア
メ
リ
カ
に
こ
そ
最
も
適
応
的
と
理
解
さ
れ
て
い
た
と
い
う
意
味
で
、
す

ぐ
れ
て
ア
メ
リ
カ
ニ
ス
テ
ィ
ク
な
性
格
を
持
っ
た
こ
と
も
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
革
新
主
義
思
想
を
分
析
し
た
ご
く
近
年
の
論
文
で
モ
ー
ア
は
、
革
新
主
義
老
を
ひ
と
ま
ず
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
式
化
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
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「
彼
ら
の
社
会
に
幾
つ
も
の
困
惑
す
べ
き
問
題
を
感
じ
取
っ
て
」
は
い
た
が
、
し
か
し
同
時
に
「
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
に
も
相
応
の
解
決
策
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
出
し
、
問
題
に
解
決
策
が
か
な
ら
ず
あ
る
こ
と
を
疑
は
な
か
っ
た
」
人
々
で
あ
っ
た
、
と
。
し
か
し
そ
う
し
た
彼
ら
の
楽
観
的
展
望
は
、
今

日
見
る
ほ
ど
同
時
代
的
に
は
、
非
現
実
的
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら
の
解
決
策
は
、
い
ま
だ
歴
史
の
試
練
を
少
く
と
も
直
接
的
に
は
受

け
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
け
だ
し
以
上
の
意
味
で
は
、
ワ
イ
ル
の
思
想
が
そ
の
後
の
歴
史
展
開
か
ら
み
る
と
き
や
や
現
実
性
を
欠
き
、

そ
こ
に
幾
分
か
の
飛
躍
的
な
論
点
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
い
わ
ば
時
代
の
欄
約
と
も
云
う
べ
き
問
題
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、
つ
ま
る
と

こ
ろ
そ
う
し
た
幾
分
短
絡
的
に
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
ア
メ
リ
カ
昆
主
主
義
へ
の
原
則
的
確
信
に
亙
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
時
期
の
ワ
イ

ル
の
最
も
適
切
に
云
え
ば
思
惟
様
式
そ
の
も
の
が
あ
っ
た
と
、
筆
者
は
彼
を
最
後
的
に
は
理
解
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
お
最
後
に
い
ま
＝
藏
付
言
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
革
新
主
義
思
想
の
本
質
と
も
云
う
べ
き
楽
観
的
な
変
革
へ
の
展
望
は
、
い
ず
れ
革

新
杢
義
思
想
自
体
が
そ
の
一
定
の
行
き
詰
り
を
自
覚
す
る
こ
と
に
な
る
、
そ
の
意
味
で
は
特
殊
に
歴
史
状
況
的
な
認
識
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
い
ま
ワ
イ
ル
に
の
み
限
っ
て
云
え
ば
、
革
新
主
義
者
と
し
て
の
彼
の
思
想
は
た
し
か
に
一
九
一
〇
年
代
前
半
に
は
確
立
し
た
が
、
そ
れ
も
一

〇
年
代
後
半
に
は
現
実
と
の
対
応
、
緊
張
の
中
で
一
定
の
修
正
を
迫
ら
れ
て
い
っ
た
。
と
く
に
そ
の
点
で
は
、
他
の
多
く
の
革
新
主
義
者
が
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
彼
に
と
っ
て
も
や
は
り
第
一
次
大
戦
の
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
。
す
で
に
第
～
章
で
も
整
理
し
た
よ
う
に
、
従
来
の
研
究

は
彼
が
第
一
次
大
戦
を
契
機
に
、
社
会
主
義
陣
営
へ
と
接
近
し
た
と
云
う
の
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
一
思
想
家
と
し
て
の

ワ
イ
ル
を
さ
ら
に
包
括
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
第
一
次
大
戦
と
彼
と
の
係
り
合
い
を
是
非
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
別
稿
に
て
そ
れ
を
改
た
め
て
検
討
し
た
い
。
そ
の
意
味
で
小
論
は
い
ま
だ
未
結
で
あ
る
。
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labour　force　whiclt　was　requested　in　1532　that　the　streets　iR　the

neighbourhood　ef　Kinri　formed　Rokucho，　With　the　mutu．al　aiG，　ehe

relation　between　Rofeucho　aBd　Kinri　became　’ р撃盾唐?ｙ　and　clgser，　so　that

R・feuCh・Cameωbe　Ca11e．d　KinriSama－R・leU・h・禁裏様六田i　after．　the

entry　of！＞bbu即nga信’長．into　Kyoto・Then　the　security　of　Kinri．　was

partial．！y　enstired　by　the　labour　force　of　Rokucho，　while．　，Roleuq．hb　was

granted　the　privileges　of　exemtiohs　from　the　bi11et，　a！1　corv6es　and

Tokusei徳政by　Kinri，　Tlius　it　became　the　only　corporatlon　in

that，

clarifying　positively　the　conditions　for　the　formation　of　the　corporations

and　the　steps　of　the　evolution　in　the　social　relations　between　the

corporations　and　the　external　world，　based　on　the　fact　that　the　ne－

ighbourhood　corporation　was　a　territorial　organisatioB　of　the　town　life．

　　It　was　probably　with　the　intentioR　of　gaining　from　Kinri禁裏the

various　privileges　of　exeinptions　in　exchange　for　supplying　it　with　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　J　　－　A　一　t　一　t　t　一　t　t　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kyotg

　　　　　though　partialiy，　was．．delivered　from　the　lordship　of　the　aut．1？．ori．ty．

over　the　city．　Afterward，　Rohacho　had　to　be　dlssoluted　by　tlte　rearrange－

ment　of　hoti＄es　which　was　carried　out　by　ffideyoshi秀吉for　the　bpti．1－

ding　of．　．　the　baronial　residepces．　But　its　name，　ftmction　and　traditg6a

．were　inherited　by　the　other　corporations－the　newly　formed　Sink－aike－

Rokucho．TCho新在家六丁町　　and　became　the　matr量x　of　the　later　Kinri・

Rokucho－Gumi禁裏六丁組．

Walter　E．　Weyl　：　An　Essay　on　his　Reform　Thought

by

Eisaku　Kihira

　　It　was　in　his　chlef　work，　The　IVew　Democracpt　published　in　1912，　that

Walter　E．　Weyl，　generally　lmo職as　olユe　of　the　founders　of　New

RePublic，　discussed　the　need　of　reorganizing　contemPorary　’American

society，　’specially　ln　criticizing　the　Plutocracy　and　insisting　on　its　final

banishment．　Well　・tlie　reform　tiieory　might　also　polltically　be　called　the

cltizens’　reform　theory　to　the　effect　that　he　thereupon　appealed　to　the

“citizens”　as　the　driving　force　of　such　a　reform，　anct　further　presented

th．　e　plans　by　whiclt　theY　could　be　united　for　the　reform．
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　　This　article　comprehends　the　so－called　eitizens’　reform　theory　of　his

own，　as　totally　as　possib｝e亡hrough　allalysing：The　New　1）emocracy　and

kis　other　essays．　Particularlly　the　following　problems　are　examlned

here．　What　social　groups　did　the　“citizens”，　coRsist　of？　Next，　what

was　the　re1ationships　betinyfeen　the　“　citizens”　and　the　labor　movement

in　his　understanding　？　And　finally，　what　plans　did　he　present　for　making

the　“　citizens　”　upite　politica11y　？

The　Stockholm　Conference　and　the　Zimmerwald　Movement

by

Akito　Yamanouchi

　　After　thq　March　Revolution　in　，Russia　the　Petrograd　Soviet’s　peace

appea！　led　three　socialist　camps　to　try　to　hold　the　international　socialist

conference　for　the　peace．　First　Dutch　and　Scandinavian　socialists　called

the　so－called　Stockholm　Conference．　This　was　called　by　the　SoViet　on

its　own圭nitiat圭ve，　too．　Both　came　to　col工aborate　and　sent　the　delegates

for　the　Entente　socialists　in　order　to　persuade　them　to　attend　the

Conference．　On　the　other　hand，　the　Zimmerwaldists　tried　to　liold　the

Third　Zimmerwald　Conference　and　to　decide　their　attitude　for　the

Stockholm　Conference．

　　After　all　the　Stockholm　Conference　failed　on　account　of　t13e　Entente

Governments’　refusal　ef　passports　to　the　delegates．　But　it　was　a

question　how　Majority　So¢ialists　of　the　belligerent　countries　were

concerned　wi£h　the　Conference．　Moreover，　what　1　want　to　emphasize

is　that　the　Soviees　peace　policy　｝tself　retreated　greatiy．　lt　was　the

Zimmerwaldists　who　could　penetrate　the　failure　of　the　Conference　as

the　inevitable　result　of　the　Soviet　policy．
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